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No.６No.６１１

主な内主な内容容
仙台・宮城デスティネーションキャンペー 仙台・宮城デスティネーションキャンペーンン

登米市産業フェスティバル開 登米市産業フェスティバル開催催

 登米市民文化祭『ステージ発表の部』開登米市民文化祭『ステージ発表の部』開催催

 祝・敬老 ～市内の長寿者紹祝・敬老　～市内の長寿者紹介介

秋祭り・芸能祭・文化祭情 秋祭り・芸能祭・文化祭情報報

９町トピック ９町トピックスス

市民の広 市民の広場場

市からのお知らせ・暮らしの情 市からのお知らせ・暮らしの情報報

三百三十余年の伝三百三十余年の伝統統
山 山 
だだ

車 車 行列行列がが人々を幽人々を幽玄玄
しし

の世界の世界へへ誘 誘 うう
いざいざなな

「風流大賞に輝いた九日町町内会の『碇知盛「風流大賞に輝いた九日町町内会の『碇知盛』』

～～登米 登米 秋まつり（９/１６）秋まつり（９/１６）」」
と よと よ まま
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デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
は
、
「Ｄ

ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

（
目
的
地
・
行
き
先
）」

と「Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ａ
ｉ
ｇ
ｎ

（
宣
伝
）」

と
い
う
意
味
を
持
つ
言
葉
を
組
み

合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

　
J
R
６
社
や
自
治
体
、
観
光
関

係
者
が
協
力
し
て
、
対
象
と
な
っ

た
地
域
の
観
光
資
源
を
全
国
に
紹

介
・
宣
伝
す
る
こ
と
で
、
観
光
客 　

来
年
　
月
か
ら
　
月
ま
で
の
３
カ
月
間
、
「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ

１０

１２

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
D
C
）」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
月
か

ら
　
月
に
か
け
て
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
始
ま
る
な
ど
、
本
番
に
向

１２
け
た
準
備
が
県
内
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
登
米
市
に
お
い
て
も
、
期
間
中
に
多
く
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
や
行
事

が
行
わ
れ
、
「
登
米
市
の
魅
力
」
を
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
D
C
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
月
号
で
は
よ
り
具
体
的
に
紹
介
し
ま
す
。

仙
台
・
宮
城
 デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
？

　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン

　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン

の
誘
致
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
昭
和
　５３

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
東
北
地
域
で

は
過
去
に
北
東
北
３
県
で
４
回
、

東
北
６
県
で
１
回
、
秋
田
県
２
回
、

岩
手
県
１
回
、
山
形
県
５
回
、
福

島
県
4
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
宮

城
県
が
単
独
で
開
催
す
る
の
は
今

回
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　
開
催
期
間
の
平
成
　
年
　
月
か

２０

１０

ら
　
月
ま
で
の
３
カ
月
間
は
、
J

１２
R
６
社
と
旅
行
関
連
会
社
が
協
力

し
て
、
駅
や
電
車
な
ど
に
D
C
の

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
掲
載

し
ま
す
。
宮
城
県
の
各
地
域
を
集

中
的
に
全
国
へ
P
R
す
る
こ
と
で
、

大
勢
の
観
光
客
が
来
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
登
米
市
は
も
ち
ろ
ん
県
内
の
各

地
域
で
大
勢
の
観
光
客
を
誘
致
し

よ
う
と
、
観
光
資
源
の
発
掘
や
開

発
を
行
い
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を

す
る
の
？

「みやぎの明治村」教育資料館（旧登米高等尋常小学校）。昭和３０年代の学校給食が体験でき、期間中は人力車も運行されます

3 Oct.200７

問い合わせ内容実施期間事業名

登米はっとの会

　 ０２２０（４２）２１４０

登米地方の郷土料理「はっと」の

屋台村を「みやぎの明治村」に開

設します。数種類のはっとの食べ

比べができます。

１１月２３日

　　～２５日
はっと屋台村

とよま振興公社

　 ０２２０（５２）５５６６

明治の木造校舎で、昔懐かしい昭

和３０年代の給食を体験し、「みや

ぎの明治村」の武家屋敷や明治時

代の洋風建築を見学します。

１０月～１２月

　※９日間開催

昔懐かしい

「学校給食体験」

とよま振興公社

　 ０２２０（５２）５５６６

武家屋敷や明治時代の洋風建築が

数多く残っている「みやぎの明治

村」で、人力車を運行します。

１０月～１２月の

毎週土日
人力車の運行

市観光物産協会

　 ０２２０（５２）４６４８

武家屋敷や明治時代の洋風建築が

数多く残っている「みやぎの明治

村」で、お茶席を設けて訪れた人

たちをもてなします。

１０月～１２月の第

２、第４土曜日

※１２月２２日除く

みやぎの明治村

「とよまお茶会」

市観光物産協会

　 ０２２０（５２）４６４８

ラムサール条約登録湿地の伊豆

沼・内沼で、「ガンの飛び立つ風

景」を観察します。

１１月２５日

１２月２日

ラムサール条約登

録湿地の伊豆沼で

「ガンの飛び立つ風

景」を見る

産業経済部

商工観光課

　 ０２２０（３４）２７３４

スタンプして県内特産品が抽選で

当たります。市内のチェックポイ

ントは①遠山之里②道の駅みなみ

かた③道の駅林林館④道の駅津山

１０月1日～

１２月３１日

仙台・宮城まるごと

召し上がれ！スタ

ンプラリー登米市

チェックポイント

別表  プレキャンペーン関連イベント（「みやぎの明治村」「伊豆沼・内沼」分）

　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　

　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　

　
仙
台
市
を
は
じ
め
と
す
る
、
県

内
の
全
市
町
村
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
県
域
を
「
登
米
」「
栗
原
」「
大

崎
」「
気
仙
沼
」「
石
巻
」「
名
亘
」「
仙

南
」「
仙
台
・
松
島
」
の
８
つ
の
エ

リ
ア
に
分
け
て
、
そ
の
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

D
C
の
開
催
に
よ
っ
て

期
待
さ
れ
る
効
果
は
？

自
分
で
見
つ
け
た
お
い
し
い
食
べ

物
や
、
素
晴
ら
し
い
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
提
供
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
訪
れ
た
人
に
道
を
聞
か

れ
た
場
合
な
ど
は
親
切
に
教
え
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
小
さ

な
気
遣
い
と
温
か
い
「
お
も
て
な

し
の
心
」
が
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
成

功
の
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
観
光
の
活
性
化
と
、
観
光

客
の
拡
大
に
よ
る
地
域
振
興
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
観
光
素
材
や
資

源
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
も
期
待
で

き
、
地
域
が
元
気
に
な
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
の
ど
の
地
域
で

開
催
さ
れ
る
の
？

お
も
て
な
し
の
心
が

成
功
の
鍵
を
握
り
ま
す

　
各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
、
市
民
皆
さ
ん
一
人
一

人
の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
が
大

切
で
す
。

　
ま
ず
は
こ
の
機
会
に
市
内
各
地

に
出
掛
け
て
、
登
米
市
の
良
さ
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
訪
れ
る
人
た
ち
に

プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

始
ま
り
ま
す

　
今
月
か
ら
　
月
ま
で
の
３
カ
月

１２

間
、
県
内
各
地
で
プ
レ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
も
「
み
や
ぎ
の
明
治
村
」

教
育
資
料
館
（
旧
登
米
高
等
尋
常

小
学
校
）
で
、
昭
和
　
年
代
の
学

３０

校
給
食
の
体
験
や
人
力
車
が
運
行

さ
れ
る
な
ど
、
特
別
イ
ベ
ン
ト
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

内
の
道
の
駅
や
農
産
物
直
売
所
な

ど
で
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施

し
ま
す
。

　
登
米
市
で
は
、
鉄
道
を
利
用
す

る
観
光
客
の
交
通
手
段
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
バ
ス
東
北
に
よ
り
　
月
１
日
か

１２

ら
　
日
ま
で
（
　
日
を
除
く
）
毎

２８

11

日
、「
み
や
ぎ
の
明
治
村
」
を
経
由

す
る
観
光
周
遊
バ
ス
「
び
ゅ
う
バ

ス
」
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
バ
ス
は
、「
海
鮮
塩
釜
仲

卸
市
場
　
み
や
ぎ
の
明
治
村
号
」

DC情報はホームページからも
ご覧になれます

仙台・宮城デスティネーションキャンペーン
　ホームページ
　　 http://www.sendaimiyagidc.jp/

仙台・宮城デスティネーションキャンペーン
　問い合わせ
　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン
　　推進協議会事務局（県観光課内）
　　　 ０２２（２１１）２８９５

と
し
て
、
秋
保
温
泉
を
始
発
に
松

島
、
石
巻
市
（
道
の
駅
上
品
の
郷
）

を
巡
っ
て
、
鳴
子
温
泉
ま
で
周
遊

す
る
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
【
別
表
】。

本
番
に
向
け
て
登
米
市
の
魅
力
を

全
国
へ
発
信
で
き
る
よ
う
に
、
市

民
全
員
、
市
内
全
域
が
協
力
し
て

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
産
業
経
済
部
商
工
観
光
課

　

０
２
２
０
（
　
）
２
７
３
４

３４
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登
米
市
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

  

市内企業（農・工・商）の市内外への紹介と、異業種交流による新たな産業の創造を目

指して開催される「登米市産業フェスティバル」。今年のテーマは、「伝統と未来の共存　

飛躍する登米市」。最先端技術製品や地場産品を利用した加工食品などの商工業生産品

の展示、市内の農林生産加工品の展示・販売、野菜などの農産物販売、市内観光地や祭

り・イベントの写真展示などをします。また、最新技術を取り入れて製作された「自転

車に乗るロボット」の実演や、海・山・野の出店コーナーなど各種イベントも盛りだく

さん。ぜひご来場ください。

【日時】　１０月１３日（土）　開 会 式　９：３０～１０：００　展示発表　１０：００～１６：００

　　　　１０月１４日（日）　展示発表　９：００～１５：００　閉 会 式　１５：００～１５：３０

【会場】　登米総合体育館（とよま蔵ジアム）

【イベント内容】

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

展示・販売コーナー

商工業生産品

　■最先端技術製品や地場産品を利用した加工食品などの展示、企業の紹介

農林生産加工品

　■農産加工品の展示・販売。野菜などの農産物の販売

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

観光、国際交流コーナー

　■市内観光地や祭り・イベントの写真展示■市と交流がある国内外都市の紹介■グリーン・ツーリズム

　実践団体の活動発表展と事業PR

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

イベント・消防防災コーナー

　■「自転車に乗るロボット」の実演（※昨年よりも性能が向上しています）■消防本部による防災・地震

　体験■会場内スタンプラリー（※豪華景品が抽選で当たります）　など

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

交流広場

　■海・山・野の出店コーナー（市内産農産物の販売と米粉ピザ作り体験）■バーベキューコーナー　など

【問い合わせ】

　産業経済部商工観光課　緯 ０２２０（３４）２７３４

当
日
は
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
て
製
作
さ

れ
た
、「
自
転
車
に
乗
る
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
実

演
も
あ
り
ま
す

屋内外には、地元企業の製品やイベントポスター、
地場産農産物、加工品などの展示のほか、さまざ
まな体験コーナーもあります

第３回

～
 伝
統
と
未
来
の
共
存
　
飛
躍
す
る
登
米
市
 ～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・//////////////////////１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ ００００００００００００００００００００００ (((((((((((((((((((((土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土(土)))))))))))))))))))))) (((((((((((((((((((((日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日(日))))))))))))))))))))))１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
登米総合体育登米総合体育館館「とよま蔵ジアム「とよま蔵ジアム」」

5 Oct.200７

第１回登米市民文化祭
『ステージ発表の部』

市文化協会では、１０月１３、１４日の２日間、登米祝祭劇場で第１回登米市民文化祭『ステージ発表の部』

を開催します。この催しは、春に行われた『展示発表の部』に引き続いて開催されるもので、市内の文

化協会会員、迫養護学校および上沼高の児童生徒らが創作太鼓、舞踊、神楽打ちばやしの伝統芸能、合

唱などのステージ発表を行います。ご近所お誘い合わせの上ご来場ください。

　【日　時】　１０月１３日（土）　午前１０時～午後３時

　　　　　　１０月１４日（日）　午前１０時～午後３時

　　　　　　※ともに午前９時３０分開場

　【会　場】　登米祝祭劇場　大ホール

　【内　容】　

▲

１３日は文化協会会員や、文化協会会員から郷土芸能

　　　　　　・舞踊などを習っている児童生徒、迫養護学校および

　　　　　　上沼高の児童生徒らが出演します

　　　　　　

▲

１４日は文化協会の会員が出演します

　【入場料】　１３日は無料。１４日は１,０００円（中学生以下無料）

　【入場整理券・入場券】　

　　　入場整理券（１３日）と入場券（１４日）は、各町文化協会事務

　　局および登米祝祭劇場で取り扱っています。

　　※各町の文化協会事務局は、設置されている施設が町によって

　　それぞれ異なりますので、入場整理券・入場券を求める際には

　　下記までお問い合わせください。

　【問い合わせ】　教育委員会生涯学習課　 ０２２０（３４）２６９８

 平成２０年登米市成人式

成人式は１月１３日に決定
　

　【日時】　平成２０年１月１３日（日）午後１時開式

　【会場】　登米総合体育館（とよま蔵ジアム）

　　　　　　登米市登米町寺池目子待井１０番地

　　　　　　緯 ０２２０（５３）１１５５　FAX ０２２０（５３）１１５６

　【対象】　平成１５年３月に市内の中学校を卒業した人

　　　　　平成１９年９月１日現在で市内に在住し、昭和６２年

　　　　　　４月２日から昭和６３年４月１日までに生まれた人

　【お知らせ】

　　駐車場に限りがありますので、乗り合わせでの来場にご

　　　協力願います。

　　会場には、市で用意したスリッパでの入場となります。

　　　ただし、上履きとして持ってきた草履は使用できます。

　　新成人の皆さんには、１２月上旬に案内状を送ります。

　【問い合わせ】　教育委員会生涯学習課　緯 ０２２０（３４）２６９８
昨年の成人式の「誓いの言葉」の様子
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市では敬老の日（９月１７日）、老人週間（９

月１５～２１日）にちなみ、９０歳３２９人、９５歳１３７

人、９９歳３２人、１０１歳以上１７人の長寿者の皆

さんに対して、敬老祝い金を贈呈し長寿を

祝いました。

市内には、９月１日現在で６５歳以上の人が

２４,９９８人おり、これは市の総人口の２７.９％に

当たります。そのうち、男性は９,９６４人で

３９.９%、女性が１５,０３４人で６０.１％となってい

ます。

市内の最高齢者は、迫町の平井 保 さん（１０３
たもつ

歳・明治３６年１２月生まれ）。女性では津山町

の及川よしみさん（１０３歳・明治３７年３月生

まれ）です。お二人ともご家族に支えられ

ながら元気に過ごしており、特にデイサー

ビスを楽しみにしているそうです。

また、今年から百歳の祝い金は、誕生日に

市長や関係者が自宅や施設などに伺って贈

呈しており、これまで７人に祝金を贈呈し

ました。

今月号では、市内の長寿者を大相撲の番付

表に見立てて紹介いたします。

西
番付

東

地区年齢性別氏名地区年齢性別氏名

津山１０３女及　川　よしみ横綱迫１０３男平　井　　　 保 
たもつ

中田１０３女三　浦　みやこ大関津山１０３男亀　井　　　 定 
さだむ

登米１０２男金　田　　　 正 
ただし

関脇中田１０３男千　　　 稲 　
いな

 男 
お

津山１０２女佐　藤　か　つ小結中田１０２女熊　谷　 勝 　
かつ

 子 
こ

東和１０１女猪　股　ヤヘコ前頭登米１０２女伊　藤　 千 　
ち

 代 
よ

津山１０１女丹　野　さとい〃中田１０１女佐　藤　きく　

豊里１０１女三　浦　　　 牧 
まき

〃登米１０１男佐々木　 就 　
なる

 雄 
お

南方１００女髙　橋　いよの〃迫１００女今　野　さかよ

登米１００女熊　谷　う　め〃石越１００女佐　藤　あいこ

登米１００女大　槻　み　え〃石越１００女佐々木　さつき

中田９９女及　川　きみよ〃津山１００女佐　藤　と　わ

南方９９女三　浦　きよゑ〃登米９９男小　林　 榮 　 吉 
えい きち

南方９９女鈴　木　のりよ〃津山９９女関　野　きつよ

登米９９女及　川　みや子〃南方９９女佐々木　みゆき

津山９９女菊　地　ハルコ〃登米９９女伊　藤　トヨセ

豊里９９女佐々木　みはる〃中田９９女田　崎　みねこ

〃津山９９女西　條　すゞか

※本人やその家族から了承をいただいて掲載しています
※平成１９年９月２０日現在
※平成２０年３月３１日現在で１００歳以上の人

敬老
祝

「健康フェスティバル『ご長寿バンザイ』（９/８開催）」で、布施市長と長寿の秘訣などを語り合った
写真中央右から鈴木たまよさん（中田・９８歳）と及川ハマさん（迫・９８歳）

百歳の祝い金が贈呈された佐藤とわさん（津山）

登米市の長寿者番付
敬称略

い

7 Oct.200７

自然散策とマイタケ狩り体験
【期間】　１０月６日　【場所】　きのこの森（東和町米川）
【内容】　専門インストラクターと一緒に自然観察をしながら、マ
イタケの収穫体験ができます。
【申し込み・問い合わせ】　米川生産森林組合　緯 0220（４５）２０４９

まめからさん祭り
【期間】　１０月７日　【場所】　稲荷神社境内（豊里町）

【内容】　開墾完成と五穀豊穣を祈って、数百年の伝統を誇る法印
神楽が奉納されるほか、子ども相撲も行われます。
【問い合わせ】　稲荷神社　緯 022５（７６）４５７８

柳津虚空蔵尊大祭　
【期間】　１０月１２日～１３日　【場所】　柳津虚空蔵尊（津山町）
【内容】　山海の珍味をお膳に盛った献膳行列の後、護摩祈祷が行
われます。
【問い合わせ】　柳津虚空蔵尊　緯 022５（６８）2０７９

もくもく活きなもちまき大会
【期日】　１０月１４日　【場所】　道の駅津山（もくもくランド）
【内容】　約４,０００個の紅白もちを午前・午後にまきます。袋の中に
は「福もち」があり、拾った人は地場産品などがもらえます。
【問い合わせ】　もくもくハウス　緯 022５（６８）２３４１

豊年かかしまつり
【期間】　１０月１４日　【場所】　佐沼大通り商店街（一市・八日町
通り）【内容】　かかしを大通りに飾り、米どころの田園都市・登
米市をPRするとともに、各種イベントを行います。
【問い合わせ】　佐沼大通り商店街協同組合　緯 0220（２２）００２０

レトロフェスタinとよま
【期間】　１０月１４日　【場所】　教育資料館ほか　【内容】　昔懐か
しい車やバイク、日用品など、先人が愛用したものを展示します。
また、フリーマーケットや乗馬体験、馬車運行なども行います。

【問い合わせ】　とよまレトロクラブ　緯 0９０（６２２７）０５８０

みやぎの明治村「とよまのお茶会」
【期日】　１０月１３日・２７日、１１月１０日・２４日、１２月８日

【場所】　みやぎの明治村　【内容】　武家屋敷や明治の洋風建築が
数多く残っている「みやぎの明治村」で、お茶会を行います。
【問い合わせ】　登米市観光物産協会　緯 022０（５２）４６４８

佐沼秋のフリーマーケット
【期日】　１０月２１日　【場所】　中江中央公園および中江商店街各
駐車場【内容】　出店者数６５０店の東北最大規模のフリーマーケッ
ト。演奏会やジャンボのり巻きなどのイベントも行われます。
【問い合わせ】　佐沼中央商店会　緯 022０（２２）１７１７

横山不動尊大祭
【期日】　１０月２７日～２８日　【場所】　横山不動尊（津山町）
【内容】　日本三大不動の一つの横山不動尊には、弘法大師御作の
木造不動明王坐像があります。大祭では大祈祷が行われます。
【問い合わせ】　横山不動尊　緯 022５（６９）２２４９

もくもくランド秋祭り
【期日】　１０月２８日　【場所】　道の駅津山（もくもくランド）
【内容】　もちつき大会やお楽しみ抽選会のほか、夜には花火大会
が行われます。【問い合わせ】　もくもくランド秋祭り実行委員会
　緯 022５（６８）３０５２

200７芸術祭・展示発表の部　
【期間】　１０月２６日～２８日　【場所】　迫公民館・迫体育館
【内容】　書道・絵画展、生け花展、手芸展、茶会、きもの展など
【問い合わせ】　迫公民館　緯 0220（22）7324

ふるさとよねやま秋まつり　
【期間】　１０月２７日～２８日　【場所】　米山総合支所ほか
【内容】　菊花展、ふれあい子ども広場、出店コーナーなど
【問い合わせ】　米山総合支所地域生活課　緯 0220（55）2111

まるごといしこしまつり第１部  ～秋の展示会・芸能祭～
【期間】　１０月２７日～２８日　【場所】　石越公民館ほか
【内容】　菊花・書画・陶芸などの展示、踊りなどの披露
【問い合わせ】　石越公民館　緯 0228（34）2036

津山地区文化祭
【期日】　１０月２７日～２８日　【場所】　もくもくランド
【内容】　作品展示、芸能発表（２８日）

【問い合わせ】　津山公民館　緯 022５（６９）２２３４

東和の秋まつり
【期日】　１１月３日　　　　　【場所】　東和総合支所
【内容】　町民文化発表、軽食コーナー、お楽しみ抽選会など
【問い合わせ】　林林館森の茶屋　緯 0220（45）1218

登米町民文化祭
【期間】　１１月３日～４日　【場所】　登米公民館
【内容】　作品展示、芸能まつりなど

【問い合わせ】　登米公民館　緯 0220（52）2316

なかだの秋まつり
【期間】　１１月３日～４日　【場所】　登米市役所中田庁舎
【内容】　文化祭、菊花盆栽展、民俗芸能祭、農業祭など
【問い合わせ】　なかだの秋まつり実行委員会　緯 0220（34）2312

豊里地区市民文化祭
【期間】　１１月３日～４日　【場所】　豊里公民館ほか
【内容】　作品展示、芸能発表（４日）など
【問い合わせ】　豊里公民館　緯 0225（76）2237

みなみかた秋まつり
【期間】　１１月３日～４日　【場所】　南方公民館ほか
【内容】　文化祭、作品展示、芸能発表（４日）など
【問い合わせ】　南方公民館　緯 0220（58）2167

まるごといしこしまつり第２部
【期日】　１１月４日　　　　　【場所】　チャチャワールドいしこし
【内容】　ステージイベント、JAまつり、フリーマーケットなど
【問い合わせ】　石越総合支所地域生活課　緯 0228（34）2111

200７芸術祭・芸能発表の部　
【期日】　１１月４日　　　　　【場所】　登米祝祭劇場
【内容】　舞踊、詩吟、文芸、郷土芸能など
【問い合わせ】　迫公民館　緯 0220（22）7324

奥州森邑十三講秋祭り芸能祭
【期日】　１１月１０日～１１日　【場所】　森公民館ほか
【内容】　区民芸能祭（１０日）、伊達なおいとこ踊り宮城大会（１１日）
【問い合わせ】　森公民館　緯 0220（22）8387

新田地区市民芸能文化祭
【期日】　１１月１０日～１１日　【場所】　新田公民館ほか
【内容】　文化祭（作品展示）、芸能発表（１１日・新田中体育館）など
【問い合わせ】　新田公民館　緯 0220（28）2037

北方地区市民芸能文化祭
【期日】　１１月１８日　　　　　【場所】　北方公民館
【内容】　文化祭（作品展示）、芸能発表など

【問い合わせ】　北方公民館　緯 0220（22）2149

登米市の秋祭り登米市の秋祭り･･
芸能祭･文化芸能祭･文化祭祭
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水
辺
の
公
園
が
開
園

　
　
　
　
　
　
　
旧
北
上
川
河
川
敷
「
豊
里
大
橋
」
付
近

　「
豊
里
水
辺
の
公
園
」が
　
月
１

１０

日
、
豊
里
町
川
前
地
区
（
豊
里
大

橋
河
川
敷
）
に
開
園
し
ま
し
た
。

　
地
元
の
自
治
会
関
係
者
や
学
校

教
育
関
係
者
ら
に
よ
る
、「
豊
里

町
水
辺
の
 楽
  校
 基
本
構
想
検
討
委

が
っ
 こ
う

員
会
」
が
、
公
園
整
備
の
基
本
方

針
を
提
案
。
旧
北
上
川
の
河
川
敷

に
、
自
然
や
風
景
を
生
か
し
た
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い

年
代
が
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
園
内
に
は
『
川
遊
び
』
を
通

し
て
、
水
と
の
触
れ
合
い
や
自
然

体
験
が
で
き
る
「
親
水

水
路
・
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ

池
」
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
シ

ョ

ー
ト

ホ
ー
ル
か
ら
ロ
ン
グ

ホ
ー
ル
ま
で
９
ホ
ー
ル

を
そ
ろ
え
た
「
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
」
は
、
戦
略

性
に
富
ん
だ
飽
き
の
こ

な
い
コ
ー
ス
と
な
っ
て

お
り
、
健
康
づ
く
り
に

は
最
適
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
開
催
で
き
る

「
プ
レ
イ
広
場
・
芝
生
広

場
」
が
設
置
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
多
く
の
機
能

を
備
え
た
公
園
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
近
隣
住
民
皆
さ
ん
の

憩
い
の
場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
駐
車
場
も
完
備
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
車
で
お
越
し
の
人
に

も
安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
建
設
部
都
市
計
画
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
４
４
６

３４

水辺の公園平面図

日ごろのたゆまぬ努力に栄誉 ～市畜産共進会～

　第３回登米市畜産共進会が８月３０日、みやぎ登米農業協同組合の南

方農畜産物集出荷場内で開催されました。当日は９７頭が出品され、大

勢の畜産農家や参観者でにぎわいました。結果については次のとおり

です。

　第１部　チャンピオン賞　大立目　 敏  夫 （米山町）
とし お

　　最優秀賞　１類（若雌１の部）　中川　 弘  明 （豊里町）　
ひろ あき

　　　　　　　２類（若雌２の部）　大立目　 敏  夫 （米山町）　　
とし お

　　　　　　　３類（経産の部）　　千葉　　 晃 （中田町）　　　
あきら

　　　　　　　４類（父系群の部）　中田町和牛改良組合

　　　　　　　５類（経産群の部）　迫町和牛改良組合

　第２部　最優秀賞　渡邉　　 浩 （豊里町）
ひろし

　団体賞　優勝　中田町　準優勝　米山町　第３位　豊里町

　　※上位入賞者のみ掲載

第１部チャンピオン賞に選ばれた米山町の大立目
敏夫さんの和牛

緑豊かな公園のパークゴルフ場は９ホールあり、健康づくりに最適な場所です

9 Oct.200７

戦没者を追悼
恒久平和誓う

市戦没者追悼式

永遠の平和を誓った戦没者追悼式

献花して戦没者の冥福を祈る各町の参列者

　
市
戦
没
者
追
悼
式
が
８
月
　
日
、

３１

登
米
祝
祭
劇
場
で
行
わ
れ
、
遺
族

や
関
係
者
ら
約
５
２
０
人
が
参
列

し
ま
し
た
。

　
式
の
初
め
に
、
太
平
洋
戦
争
な

ど
で
亡
く
な
っ
た
戦
没
者
の
冥
福

を
祈
り
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
。

布
施
市
長
が
「
戦
没
者
の
皆
さ
ん

が
守
っ
て
く
れ
た
わ
が
国
は
、
再

建
を
果
た
し
世
界
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
戦
争
の

悲
し
み
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

地
球
上
か
ら
１
日
も
早
く
戦
火
が

無
く
な
る
よ
う
に
願
い
た
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
遺
族
を
代
表
し
て
、
県
連
合
遺

族
会
登
米
支
部
長
の
髙
橋
 市
  治
 さ

い
ち
 
じ

ん
（
中
田
）
は
「
終
戦
か
ら
　
年
６２

の
歳
月
が
流
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

長
い
激
し
い
戦
い
で
多
く
の
犠
牲

者
が
出
た
が
、
今
日
の
祖
国
の
繁

栄
は
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
。
あ
ら
た
め
て
感
謝

し
た
い
」
と
追
悼
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
列
者
一
人
一
人
が

献
花
し
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

 健
康
や
環
境
の
大
切
さ
を
実
感

　
     　
　
　
　
　
市
民
活
き
生
き
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
第
２
回
市
民
 活
 き
生
き
健
康

い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
９
月
８
日
、

中
田
総
合
体
育
館
「
な
か
だ
ア

リ
ー
ナ
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
つ
な
が
ろ
う
　
人
と
人
・
人
と

自
然
」
を
テ
ー
マ
に
、
健
全
な
食

生
活
で
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
。
多
く
の
高

齢
者
や
親
子
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
環
境
、
食
育
、
健

康
、
福
祉
、
介
護
、
市
民
、
交
流
・

体
験
の
分
野
ご
と
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
屋
外
で
は
、

福祉・小規模作業所の通所者が作成した作品を販売

各
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
廃
食
油

の
回
収
や
、
自
家
用
車
の
廃
タ
イ

ヤ
の
有
料
回
収
な
ど
が
あ
り
、
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
記
念

講
演
や
車
い
す
ダ
ン
ス
、
環
境
劇

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
実
施
。

敬
老
の
日
を
前
に
、
鈴
木
た
ま
よ

さ
ん
（
　
歳
・
中
田
）
と
及
川
ハ

９８

マ
さ
ん
（
　
歳
・
迫
）
が
布
施
市

９８

長
と
対
談
し
、
長
寿
の
秘
訣
な
ど

を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

９
月
　
日
の
「
登
米
市
民
環
境
の

１３

日
」
の
制
定
記
念
と
し
て
行
わ
れ

た
と
あ
っ
て
、
環
境
コ
ー
ナ
ー
も

充
実
。
小
学
生
を
対
象
と
し
た

「
環
境
出
前
授
業
」
が
開
か
れ
、
東

北
放
送
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
で
気
象

予
報
士
の
鈴
木
 智
  恵
 さ
ん
が
講
師

ち
 
え

を
務
め
ま
し
た
。

　
一
つ
の
会
場
で
健
康
や
環
境
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
学
習

が
で
き
た
と
あ
っ
て
、
会
場
に
訪

れ
た
人
た
ち
に
は
、
大
変
有
意
義

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

廃タイヤの有料回収は大変混み合いました

気象予報士の観点で温暖化対策などを指導した鈴木さん
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絵本と原画で
想像性豊かに

第３回市絵本原画展

お気に入りの絵本や原画で楽しむ園児ら

「だっこ・ラッコ」による読み聞かせも行われました

　
第
３
回
市
絵
本
原
画
展
（
市
教

育
委
員
会
、
迫
・
登
米
図
書
館
主

催
）
が
９
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で

の
４
日
間
、
登
米
祝
祭
劇
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
原
画
展
は
、
平
成
　
年
に

１２

「
迫
町
絵
本
絵
画
展
」
と
し
て
始
め

ら
れ
た
も
の
で
通
算
８
回
目
。
佐

沼
高
同
窓
生
な
ど
、
市
民
に
よ
る

実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

ま
し
た
。

　
展
示
さ
れ
た
原
画
は
、
き
た
む

ら
さ
と
し
さ
ん
の
第
　
回
日
本
絵

１１

本
賞
翻
訳
絵
本
賞
受
賞
作
「
ふ
つ

う
に
学
校
に
い
く
ふ
つ
う
の
日
」

や
「
そ
こ
に
い
る
の
は
だ
あ
れ
？
」

「
パ
ブ
ロ
の
て
ん
ら
ん
か
い
」
な
ど

７
作
品
　
点
。
県
図
書
館
が
所
蔵

２５

す
る
、
約
２
０
０
冊
の
絵
本
と
児

童
書
も
併
せ
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
市
内
の
保
育
所

（
園
）、
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
が

大
勢
訪
れ
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

お
気
に
入
り
の
原
画
や
絵
本
を
見

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
だ
っ
こ
・
ラ
ッ
コ
」
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

 市
民
全
員
で
環
境
保
全
を
決
意

　
     　
　
「
登
米
市
民
環
境
の
日
」
制
定
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
９
月
　
日
は
「
登
米
市
民
環
境

１３

の
日
」。
そ
の
制
定
を
記
念
し
て
、

市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
は
、
中
田
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
関
係

者
約
４
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
布
施
市
長
は
「
市
で
は
こ
れ
ま

で
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
事
業
や

ク
ー
ル
ビ
ズ
な
ど
を
推
進
し
な
が

ら
、
環
境
教
育
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
後
も
市
民
と
協
働
で
登
米

市
の
環
境
を
守
っ
て
い
き
た
い
」

北方小で児童と一緒に植樹する布施市長

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
環
境
保
全
功
労
者
ら

へ
の
表
彰
や
東
北
放
送
気
象
予
報

士
の
斎
藤
 恭
  紀
 さ
ん
の
講
演
、
新

や
す
 の
り

田
一
小
と
新
田
中
の
児
童
生
徒
に

よ
る
、
環
境
教
育
実
践
活
動
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
に
先
立
ち
記
念
植

樹
も
実
施
。
全
小
中
学
校
や
各
総

合
支
所
な
ど
、
市
内
各
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
５
日
に
は
、
子
ど
も
環
境

審
議
会
が
市
議
会
議
場
で
行
わ
れ
、

市
内
の
小
中
学
校
か
ら
児
童
生
徒

の
代
表
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３７

　
議
長
に
は
大
浪
 由
  貴
 君
（
米
山

よ
し
 た
か

中
３
年
）、
副
議
長
に
後
藤
 沙
  都
 

さ
 

つ

 希
 さ
ん
（
登
米
中
３
年
）
を
選
出
。

き登
米
市
の
環
境
を
守
る
た
め
に
、

①
自
分
た
ち
が
す
る
こ
と
②
市
に

お
願
い
し
た
い
こ
と
③
親
や
先
生

に
お
願
い
し
た
い
こ
と
の
３
つ
の

テ
ー
マ
で
審
議
し
ま
し
た
。

　「
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
」「
エ
コ

バ
ッ
グ
を
普
及
さ
せ
る
」
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

記念式典での新田一小による環境教育実践活動報告

環境について活発な意見が交わされた環境審議会
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○
男
子
組
手

【
小
学
生
中
学
年
の
部
】

　
第
１
位
　
鈴
木
崇
司
（
中
田
）

　
第
２
位
　
佐
々
木
綺
斗
（
中
田
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

　
第
３
位
　
北
浦
大
生
（
中
田
）

【
中
学
生
の
部
（
軽
量
級
）】

　
第
２
位
　
只
野
優
（
迫
）

【
中
学
生
の
部
（
重
量
級
）】

　
第
１
位
　
斉
藤
孝
博
（
津
山
）

　
第
２
位
　
今
野
健
太
（
津
山
）

【
高
校
一
般
有
段
者
の
部
】

　
第
３
位
　
石
川
博
基
（
迫
）

○
女
子
組
手

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

　
第
３
位
　
西
條
伊
織
（
津
山
）

　
　
　
　
　
熊
谷
妃
奈
（
中
田
）

【
中
学
生
の
部
】

　
第
２
位
　
佐
瀬
楓
（
南
方
）

【
高
校
一
般
の
部
】

　
第
２
位
　
鈴
木
晶
子
（
迫
）

　
第
３
位
　
鈴
木
貴
子
（
迫
）

○
男
子
形

【
小
学
生
中
学
年
の
部
】

　
第
１
位
　
鈴
木
崇
司
（
中
田
）

　
第
３
位
　
佐
々
木
綺
斗
（
中
田
）

○
女
子
形

【
中
学
生
の
部
】

　
第
２
位
　
佐
瀬
楓
（
南
方
）

第
　
回
県
防
具
付
空
手

３３
道
選
手
権
大
会

　
■
開
催
日
　
７
月
８
日
（
日
）

　
■
会
　
場
　
気
仙
沼
市
総
合
体
育
館

市中学校駅伝競走大会　
　　　　　　■開催日　９月１１日（火）■会場　なかだアリーナ

【男子】葛第１位＝米山中Ａ葛第２位＝中田中Ａ葛第３位＝東和中Ａ

【女子】葛第１位＝登米中Ａ葛第２位＝米山中Ａ葛第３位＝中田中Ａ

【男子区間】

＜１区＞葛第１位＝鈴木元気（米山中A）葛第２位＝吉井崇純（東和中A）

葛第３位＝松本雄大（中田中A）

＜２区＞葛第１位＝佐藤貞惟（佐沼中A）葛第２位＝千葉卓（米山中A）

葛第３位＝菊地郁哉（東和中A）

＜３区＞葛第１位＝首藤豪（東和中A）葛第２位＝鮎澤耕（米山中A）

葛第３位＝佐々木雄多（石越中A）

＜４区＞葛第１位＝佐藤稜真（中田中B）葛第２位＝後藤友宏（中田中A）

葛第３位＝木村勢矢（米山中A）

＜５区＞葛第１位＝佐々木亮樹（米山中A）葛第２位＝佐々木健（豊里中A）

葛第３位＝千葉史弥（東和中A）

＜６区＞葛第１位＝金春樹（中田中A）、佐々木智哉（佐沼中A）

葛第３位＝中沢智哉（豊里中A）

【女子区間】

＜１区＞葛第１位＝阿部あさ日（東和中A）葛第２位＝新田未希（石越中A）

葛第３位＝佐々木優衣（佐沼中A）

＜２区＞葛第１位＝大友美香（登米中A）葛第２位＝佐藤瑞姫（南方中A）

葛第３位＝櫻井希恵（米山中A）

＜３区＞葛第１位＝及川眞寿美（中田中A）葛第２位＝木戸浦杏奈（登米中

A）葛第３位＝加藤愛美（米山中A）

＜４区＞葛第１位＝小白未央（登米中A）葛第２位＝松本由香利（南方中B）

葛第３位＝木川田朱里（南方中A）、佐々木千夏（佐沼中A）

＜５区＞葛第１位＝及川芽衣（南方中A）葛第２位＝佐藤愛（東和中A）

葛第３位＝春日ひかり（中田中A）


日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー

　
会
長
奨
励
賞

　
株
式
会
社
　
登
米
村
田
製
作
所

平
成
　
年
度
緑
化
優
良

１９

工
場
表
彰

平
成
　
年
度
全
国
中
学

１９

校
体
育
大
会
第
　
回
全

３４

日
本
中
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会

　
■
開
催
日
　
８
月
　
日
（
月
）
～

２０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
（
木
）

２３

　
■
会
　
場
　
宮
城
県
総
合
運
動
公
園

【
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
男
子
】

　
第
１
位
　
ラ
プ
タ
ー

　
第
２
位
　
レ
ス
キ
ュ
ー
マ
リ
ン

　
第
３
位
　
山
の
上
Ａ

【
同
女
子
】

　
第
１
位
　
山
の
上

　
第
２
位
　
白
鳥

　
第
３
位
　
平
成
三
友
会

【
同
男
女
混
合
】

　
第
１
位
　
沼
猿

　
第
２
位
　
フ
ァ
ル
コ
ン

　
第
３
位
　
平
成
会
Ｂ

第
　
回
長
沼
レ
ガ
ッ
タ
・

１８
登
米
市
民
ボ
ー
ト
大
会

　
■
開
催
日
　
９
月
９
日
（
日
）

　
■
会
　
場
　
宮
城
県
長
沼
ボ
ー
ト
場

第
　
回
市
男
子
ソ
フ
ト

２２
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
兼

県
民
体
育
大
会
登
米
支

部
予
選
会

　
■
開
催
日
　
８
月
　
日
（
日
）

２６

　
■
会
　
場
　
中
田
中
校
庭

　
第
１
位
　
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
ズ

　
　
　
　
　（
米
山
・
豊
里
）

　
第
２
位
　
小
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
（
中
田
）

【
カ
ヌ
ー
中
学
生
男
子
】

　
第
１
位
　
佐
藤
佳
祐
（
中
田
中
）

　
第
２
位
　
千
葉
孝
太
（
中
田
中
）

　
第
３
位
　
佐
藤
正
樹
（
中
田
中
）

【
同
中
学
生
女
子
】

　
第
１
位
　
小
野
冴
子
（
中
田
中
）

　
第
２
位
　
冨
士
原
静
香
（
佐
沼
中
）

　
第
３
位
　
大
友
美
香
（
佐
沼
中
）

【
同
小
学
生
男
子
】

　
第
１
位
　
荒
川
翔
（
中
津
山
小
）

　
第
２
位
　
加
藤
孝
洋
（
中
津
山
小
）

　
第
３
位
　
長
谷
崇
史
（
中
津
山
小
）

【
同
小
学
生
女
子
】

　
第
１
位
　
佐
藤
琴
音
（
中
津
山
小
）

　
第
２
位
　
氏
家
明
日
香
（
中
津
山
小
）

　
第
３
位
　
千
葉
み
の
り
（
中
津
山
小
）

【
男
子
走
り
高
跳
び
】

　
第
３
位
　
鎌
田
直
樹

　
　
　
　
　
　
　（
南
方
中
３
年
）

　
　
記
録
　
１
㍍
　８８

【
４
０
０
m
リ
レ
ー
】

　
準
決
勝
進
出
　
米
山
中

　
　
千
葉
真
也
・
西
條
裕
喜

　
　
大
瀧
直
也
・
早
坂
祐
哉

　
　
相
澤
優
麻
・
千
葉
卓

第
　
回
和
道
会
全
国
空

４３
手
道
競
技
大
会

　
■
開
催
日
　
８
月
　
日
（
土
）

２５

　
■
会
　
場
　
浦
安
市
運
動
公
園
　

　
　
　
　
　
　
　
　「
総
合
体
育
館
」

○
組
手
個
人

【
小
学
生
４
年
女
子
の
部
】

　
第
１
位
　
鈴
木
沙
奈
（
南
方
）

　
第
３
位
　
鈴
木
そ
ら
（
迫
）

【
同
１
年
男
女
の
部
】

　
第
３
位
　
千
葉
良
樹
（
迫
）

２
０
０
７
ジ
ャ
パ
ン
パ

ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
ア

ー

チ
ェ
リ
ー
大
会

　
■
開
催
日
　
７
月
　
日
（
土
）
～

２１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
（
日
）

22

　
■
会
　
場
　
埼
玉
県
障
害
者
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

【
男
子
リ
カ
ー
ブ
S
T
ク
ラ
ス
】

　
第
１
位
　
小
野
寺
公
正
（
東
和
）

　
※
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

　
　
予
選
会
出
場

スポーツ＆

各種入賞情報 （敬称略）

紙面のスペースの問題などから、

主に全国・県大会などで優秀な

成績を残した個人・団体や、市

主催の大会などの結果のみを掲

載しています。



Tome 12

登米
市の
でき
ご

登米
市の
でき
ごとと

おし
らせ
しま
す

おし
らせ
しま
す！！

▲登米市をはじめ２市２町の交通安全母の会会員が集まった伝達式

▲女子児童生徒も参加し、たくましい取り組みが何番もみられました

▲総勢１２０人が掛け声を合わせ米川市街地を悠々と練り歩いた大名行列

交通安全を呼び掛けながら全国各地を回る、「交通安

全キャラバン隊（全国交通安全母の会連合会主催）」

が９月６日、登米市を訪れました。会場となった津

山若者総合体育館では、登米市と気仙沼市、本吉町、

南三陸町から、約１５０人の交通安全母の会会員がキャ

ラバン隊を出迎え。セレモニーでは、キャラバンの

隊長から、内閣府特命担当大臣のメッセージが伝達

されました。市からは「登米からトメっペし飲酒運

転！！」と書かれた色紙をキャラバン隊長へ手渡し、

交通安全を誓いました。

全国をつなぐ交通安全の輪
津山に交通安全キャラバン隊

東和地区に伝わる伝統行事の一つ、綱木之里大名行

列が９月１６日、米川市街地で行われました。八幡神

社でおはらいを済ませた大名行列の一行は、ホラ貝

と花火を合図に出発。袴姿の露払いを先頭に騎馬先

陣、道中奉公、挟み箱や毛槍を持った奴、天狗と獅子、

おみこし担ぎ、稚児行列と総勢１２０人の行列が市街地

を練り歩きました。また、威勢よく毛槍を相手方に

投げる「お取り替え」が行われると、沿道に駆け付

けたカメラマンや見物客から大きな歓声が上がり、

拍手が鳴り止みませんでした。

総勢１２０人の一大歴史絵巻
東和で綱木之里大名行列

第１回丸山杯少年相撲大会（丸山顕彰会・ふる里セ

ンターＹ・Ｙ主催）が９月１６日、第３代横綱丸山権

太左衛門の銅像が建てられている「道の駅米山」特

設相撲場で行われました。米山町は丸山関生誕の地

であり、その顕彰と相撲の普及・発展、さらには児

童生徒の健全育成を願って開催。県内小中学校の児

童生徒５６人が出場しました。小学生は低・中・高学

年ごと、中学校は総当たりでそれぞれ個人戦が行わ

れました。また、高校生による模範演技やお祭り相

撲３人抜きも披露され、観衆を沸かせていました。

横綱生誕の地でたくましく
米山で第１回丸山杯少年相撲大会

13 Oct.200７

ト ピ ッ ク ス と め

― TOPICS TOME ―

▲地域住民による歌や踊りが披露されたコミュニティ祭り

▲迫地区の各種女性団体が一堂に会して行われた研修会

第５３回はさま女性のつどいが９月８日、迫公民館で

開催され、迫地区の１０団体から約１２０人が参加しまし

た。このつどいは、各団体の交流と資質の向上を目

的に毎年開催しているもので、今年は消費者トラブ

ルと人付き合いに関する研修会を実施。「悪徳商法

にご用心」（講師＝元消費生活相談員：及川 悦  子 さん）
えつ こ

と、「お付き合いの中で」（講師＝村田町歴史みらい館

前館長：竹野 晃  平 さん）を受講しました。実行委員
こう へい

会では、今後も各団体が連携してさまざまな活動に

取り組みたいと話していました。

地域の女性団体が合同で研修
迫で女性のつどいを開催

▲市域の枠を超えて熱戦が繰り広げられた野球大会

第２１回登米市石越隣接中学校野球大会が９月８、９

日の２日間、石越総合運動公園で開催され、熱戦が

繰り広げられました。大会には市内の中学校から７

チーム、隣接の栗原市から３チームが参加。前日ま

での台風により天候が心配されましたが、当日は好

天に恵まれ、球児たちは白球を一生懸命追いかけて

いました。なお、大会結果は次のとおりです。

【優　勝】若柳中学校

【準優勝】築館中学校

【第３位】中田中学校、石越中学校

白球を追いかけ熱戦を展開
石越で隣接中学校野球大会

「第２２回宝江コミュニティまつり（同運営協議会主

催）」が９月９日、宝江ふれあいセンターで開催され

ました。オープニングは、地元で活動している「登米

春嵐太鼓」による和太鼓の演奏。その後、９行政区の

子どもからお年寄りまで大勢の人が参加して、歌や

舞踊、ダンスなど２８種目が披露されました。観客の

中には「たくさんの歌や踊りが見られるこの祭りを

毎年楽しみにしています。来年は出演してみたい」

と話す人もいました。また、抽選会も行われ、景品

が当たるたびに歓声が上がりました。

歌や踊りで地域の連携感を
中田でコミュニティ祭り
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▲風流大賞、風流賞の山車をはじめ１２台が市街地を練り歩きました

▲災害時に役立つ知識を取り入れた新競技「いそげ・救急隊!!」

豊里地区市民大運動会が９月９日、豊里運動公園で

開催されました。今年は子どもからお年寄りまでみ

んなで楽しめる運動会にしようと、１５の競技種目の

うち４種目で新競技を実施しました。毛布と竹ざお

で担架を作り、けが人に見立てた女性を乗せてリ

レーする「いそげ・救急隊!!」では、災害時にも役立

つ知識を競技に取り入れるなど、バラエティーに富

んだ種目の実施で、応援席からは大きな歓声や拍手

がありました。なお、運動会の総合結果は、横町町

内会が見事優勝の栄冠に輝きました。

バラエティーに富んだ新競技
豊里で地区市民運動会

「とよま秋まつり（同協賛会主催）」が９月１５、１６日

の２日間、登米市街地で開催されました。１６日の本

祭に先立ち、１５日の宵祭に「 蟇  目 の儀・大的式」弓
ひき め

の儀式を開催。 薪 能では、「能・雷電」、「狂言・末廣
たきぎ

かり」なども披露されました。また、各町内会が精魂

込めて作り上げた 山  車 の審査会も行われ、風流大賞
だ し

に九日町、風流賞に鉄山、荒町、三日町の町内会が選

ばれました。本祭では、よさこいや囃子踊りパレー

ド、神楽大会などのほか、１２台の山車が誇らしげに

町内を練り歩き、観光客の目をくぎ付けにしました。

伝統の祭りが人々を魅了
登米で「とよま秋祭り」

▲南方中１年生９１人が１２班に分かれて互いに意識を高めた環境学習

南方協働のまちづくり事業「環境コーディネーター

派遣事業」が９月１２日、南方武道伝承館で南方中１年

生９１人を対象に行われました。町公衆衛生組合連合

会の会員による「市の資源ごみ分別１０種目」につい

ての指導と、ATC５３仙台の講師によるワークショッ

プ「環境にやさしい買い物ごっこ」を実施。生徒ら

は１２班のグループに分かれて、環境問題の意識を高

めました。また、生活に関する身近なことを学んだ

ことで、自分でできることを日々の生活に置き換え

て実践するきっかけづくりの場にもなったようです。

身近な環境問題を学習
南方で環境コーディネーター派遣事業

15 Oct.200７

ト ピ ッ ク ス と め

― TOPICS TOME ―

トピックストピックス  プラスプラス

▲市内産の食材を使ったメニューに満足する来場者

登米市の食材まつりが９月１５日、ホテルニューグランヴィ

アで行われました。民俗研究家の結城 登  美  雄 さんが「地産
と み お

地消、消費者に求めるもの」と題して基調講演。その後、

「ナスと伊達の純粋赤豚のはさみ揚げ」「はさま牛のステー

キ」「筒菜ジュース」など、市内産の食材を使った昼食交流

があり、来場者は自慢の『登米の食材』に満足していました。

安全・安心でおいしい食材がズラリ

▲米粉でパンづくりに挑戦する中田児童館の児童

米粉パンづくり教室が８月２５日、中田児童館で行われ、登

録児童ら約３５人が参加しました。講師は上沼高の高橋 修 教
おさむ

諭。高校生ボランティアと一緒に、子どもたちへ生地づく

りからパンの焼き上がりまで指導しました。パンに使用し

た米粉は市内産米を製粉したもので、JAみやぎ登米が無料

で提供。子どもたちは、作って食べる楽しさを学びました。

お米からパンができたよ！

▲地元クルーが熱戦を繰り広げた長沼レガッタ

第１８回長沼レガッタ・登米市民ボート大会が９月９日、長沼

ボート場で行われました。ナックルフォアには男子、女子、

男女混合の合計３８クルー、カヌーには小学生男子、同女子、

中学生男子、同女子の合計３６クルーが出場。選手は力を合

わせてゴールを目指し、熱戦を繰り広げました。なお、結

果は１１ページに掲載しています。

力を合わせてゴールを目指す

▲市内１３企業・団体と協定を締結し握手をしました

市内１３の企業・団体との災害応援協定調印式が８月３０日、市

役所迫庁舎で行われました。協定はボランティアセンター

開設、廃棄物処理、建築物応急対策、通信・情報収集応援、

救援物資の一時保管施設提供の５分野。市と社会福祉協議

会、産廃処理業者、大工組合、アマチュア無線クラブ、農

協が役割に応じてそれぞれ協力することになります。

災害時に備え企業・団体と協定

８/２５

９/９

８/３０

９/１５
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市
民
の
広

市
民
の
広
場場

キティちゃんが好きな未空

ちゃん。誕生日に買っても

らったレジスターが宝物で

す。ABCの歌が得意で、英単

語も少し言えます。未空

ちゃんの好物はニンジンで、

野菜ジュースも大好きです。

田口  未  空 ちゃん
み く

（南方町大岳）

平成１６年７月２３日生まれ

（３歳）

一久さんの長女

祥也くんはパワーショベル

が大好き。おじいちゃんが

仕事で乗っているので、外で

見かけると「じいちゃん！」

と言っています。カレーラ

イスが好物で、１週間に１度

は食べる祥也くんです。

佐々木  祥 
しょう

 也 くん
や

（中田町本町畑中）

平成１７年７月３日生まれ

（２歳）

修さんの三男

　
ラ
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
で
週
１
回
、

卓
球
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
す
る
清

衣
さ
ん
。
特
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が

得
意
で
、
４
～
６
年
生
の
ク
ラ
ブ

員
６
人
で
シ
ン
グ
ル
ス
や
ダ
ブ
ル

ス
の
試
合
を
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
で
は
飼
育
係
を
務
め
、

飼
っ
て
い
る
メ
ダ
カ
に
餌
を
や
っ

た
り
、
水
槽
の
掃
除
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
掃
除
は
水
槽
が
透
き

通
る
ま
で
き
れ
い
に
す
る
頑
張
り

遠藤　 清  衣 さん（森小５年）
きよ い

（迫町西表・修子さん方）

楽
し
み
に
し
て
も
ら
う
よ
う
な
漫
画
を

屋
さ
ん
で
、
身
の
回
り
や
教
室
の

掃
除
も
一
生
懸
命
し
ま
す
。

　
学
校
か
ら
家
に
帰
る
と
、
宿
題

を
済
ま
せ
た
後
、
い
つ
も
大
好
き

な
漫
画
本
を
読
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
清
衣
さ
ん
の
将
来
の
夢

は
「
漫
画
が
好
き
な
の
で
漫
画
家

に
な
り
た
い
。
小
さ
な
子
ど
も
た

ち
か
ら
、
楽
し
み
に
し
て
も
ら
う

よ
う
な
漫
画
を
描
き
ま
す
」
と
、

や
さ
し
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
と

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ししししししししししししししししししししし
の

夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
№３０

 晩
 

ば
ん

 酌
 の

し
ゃ
く

 酒
 に

さ
け

 肴
 よ
り

さ
か
な

 曾
 
ひ

 孫
 

ま
ご

 抱
 き
て

だ

　
お
ち
ょ
こ
 手
 に
す
る

て

 夫
 の

つ
ま

 笑
 

ほ
ほ

 顔
 　
　
　
　
阿
　
部
　
ふ
み
子
（
米
山
）

え
み

 我
 が
わ

 頬
 を

ほ
ほ

 蹴
 る
が
の
ご
と
く

け

 弾
 け

は
じ

 飛
 ぶ
と

　
 負
 け
て
は
な
ら
ぬ
か
た
ば
み

ま

 草
 に
　
　
　
水
　
野
　
ト
ヨ
コ
（
米
山
）

そ
う

楚   
楚

そ

   
と
し
て
咲
き
つ
づ
け
る

そ

 都
 忘
れ

み
や
こ

　
 花
 

は
な

 花
 

ば
な

 散
 り
て
も

ち

 庭
 に

に
わ

 凛
 と
し
て
　
　
　
　
佐
　
藤
　
え
み
ほ
（
米
山
）

り
ん

背
の
丈
を
里
の
柱
に
印
し
て

　
元
気
で
居
て
ね
と
曾
孫
か
え
る
　
　
　
　
加
美
山
　
三
　
郎
（
米
山
）

野
仏
の
誰
が
供
え
し
花
一
輪

　
か
す
か
に
香
る
秋
の
山
路
に
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
智
（
米
山
）

仏
壇
の
ろ
う
そ
く
を
消
す
幼
孫

　
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ー
を
歌
い
消
し
た
り
　
ニ
ノ
神
　
武
　
志
（

迫

）

極
楽
寺
阿
弥
陀
如
来
が
つ
つ
ま
し
く

　
鎮
座
す
る
と
こ
ろ
に
雷
鳴
と
ど
ろ
く
　
　
佐
　
藤
　
美
穂
子
（
石
越
）

秋
深
き
七
ツ
ガ
森
を
 背
 
せ

 中
 に
し
て

な

　
阿
佐
緒
を
 人
力
車
 て
ひ
く
や
坂
道
　
　
　
菊
　
地
　
隆
　
雄
（
登
米
）

の

せ

入
れ
歯
を
ば
外
せ
し
忘
れ
盆
客
が

　
帰
り
て
知
れ
り
歯
の
な
き
我
を
　
　
　
　
鈴
　
木
　
ふ
み
子
（
中
田
）

夕
暮
の
庭
に
 無
花
果
 見
つ
け
た
り

い

ち

じ

く

　
大
き
な
一
つ
を
仏
間
に
供
う
　
　
　
　
　
遠
　
藤
　
敦
　
子
（
中
田
）

作

品

募

作

品

募

集集

!!

●
　
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。
住
所
、
氏
名
、
電
話

１１
　
番
号
を
記
入
し
、　

月
　
日
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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●
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
掲
載
し
ま
す
。

市民の広場の保護者

名は、取材時に申し

出のあった人の名前

を掲載しています。

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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市 民 の 広 場

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
身
長
と
血
液
型
　
１
５
６

㌢

で
B
型
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
現
在
は
　
石
巻
市
の
家
電
量
販

店
で
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
に
勤
め
て
い

ま
す
。
以
前
、
高
齢
の
お
客
さ
ん

か
ら
、
接
客
態
度
が
良
い
と
お
褒

め
の
手
紙
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
は
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
自
分
の
性
格
　
明
る
い
性
格
。

い
つ
も
元
気
に
笑
顔
を
絶
や
さ
な

い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
休
日
は
　
友
達
と
買
い
物
に
出

掛
け
た
り
、
居
酒
屋
に
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
ビ
ー
ル
を
飲
み
な

が
ら
、
め
ん
た
い
チ
ー
ズ
焼
き
を

食
べ
る
の
が
好
き
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
趣
味
は
　
携
帯
電
話
を
い
じ
る

こ
と
。
常
に
メ
ー
ル
や
ゲ
ー
ム
、

着
う
た
選
択
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
理
想
の
男
性
像
　
明
る
く
や
さ

し
く
て
、
一
緒
に
い
て
落
ち
着
け

る
人
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
結
婚
は
　
　
歳
ま
で
に
は
し
た

２５

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と
　
ダ
イ

エ
ッ
ト
。
ビ
リ
ー
ズ
ブ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
の
D
V
D
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
一
度
挑
戦
し
て
三
日
坊
主

だ
っ
た
の
で
再
挑
戦
し
た
い
。

最近、歌を上手に歌えるよう

になった太翔くん。「かもめ

のすいへいさん」がおはこで

す。休日は平筒沼に行って、

アヒルに餌を与えたり、遊具

で遊んだりしています。太

翔くんはゼリーが好物です。

高﨑  太  翔 くん
ひろ と

（米山町追土地）

平成１７年１０月２０日生まれ

（１歳）

真さんの長男

愛結ちゃんは外遊びが大好

き。いつも庭にあるはしご

に登って、家の周りの風景を

見ています。最近、自分の名

前の「あゆ」を絵本から探し

出したり、花火を上手に描い

たりできる愛結ちゃんです。

渡邊  愛  結 ちゃん
あ ゆ

（登米町岡谷地）

平成１６年９月３０日生まれ

（３歳）

雄児さんの長女

新刊紹介 ＝登米図書館＝ 緯０２２０（５２）２３１６

■大人向け

　※たくさん新刊が入りました。詳しくは市ホーム

　　ページをご覧ください。

■子ども向け

佐々木　亜矢佳さん（２２歳）

　ささき　あやか　

　津山町宮町・おひつじ座

い
つ
も
元
気
に
笑
顔
を
絶
や
さ
ず

お
客
様
に
は
真
心
を
込
め
て
接
客
を

わ げ す た づ

わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ

まままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののの若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆
№３０

　
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
　

№３０

さまざまな種類の仏像の特徴を、

写真と分かりやすい言葉で解説。

「やさしくわかる仏像入門」
向吉悠睦・中村佳睦/著

明治～昭和初期にタイムスリッ

プ！驚きと発見がいっぱいです。

｢尋常小学校を体験！
残しておきたいこの授業｣
横山験也/著

運動に自信がなくても続けられる

簡単で短いトレーニング法を紹介。

｢内臓脂肪がなくなる
筋力トレーニングＢＯＯＫ｣
小山勝弘/著

「狂言」って、こんなにおもしろ

い！絵本で出会う伝統芸能の

世界。

｢狂言えほん　くさびら｣
もとしたいづみ/著

いっそのこと、このまま時間が止

まってほしい。夏休みのまんま…。

「虹色ほたる」
川口雅幸/著

行事一つ一つには、自然とからん

だ小さな物語があります。

「行事とあそびのえほん」
すとうあさえ/著
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健 康 ＆ 福 祉

福祉事務所からのお知らせ

全血
１０:００～１２:００

県 登 米 合 同 庁 舎
10/18 
 

１３:００～１４:００

全血
１０:００～１２:００米 山 農 村 環 境

改 善 セ ン タ ー １３:００～１４:００

　【問い合わせ】　

　　市民生活部健康推進課　健康推進係　

　　　　緯 0220（58）2116

大切な“いのち”を守るため
　　　　  献血にご協力ください

休日急患当番医　緯 0220（22）2084（医師会）

緯０２２０（５２）２１７５登米町登 米 病 院１０/7

緯０２２０（５８）２０５８南方町佐 藤 医 院8

緯０２２０（２２）２１６０迫 町佐 藤 内 科 医 院14

緯０２２０（２２）０８８８迫 町菅 原 内 科 ク リ ニ ッ ク21

緯０２２０（４５）２３０１東和町米 川 診 療 所28

緯０２２０（５２）３９３６登米町桜 井 医 院１１/3

緯０２２０（４２）２００７東和町米 谷 病 院4

　 診療時間　９：００～１７：００
休日・夜間診療案内　緯 0229（24）2267（24時間）

11111111111111111111100000000000000000000010 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番の休日当番医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医

母子健康手帳の交付・妊産婦相談
毎週月曜日　8：30～11：30

　母子健康手帳は原則として、住所地の総合支所市民福

祉課健康づくり係で交付します。上記以外においでの際

は、事前にご連絡ください。

　また、妊産婦の健康相談も行っています。気軽にご相

談ください。電話での相談も、随時受け付けしています。

家族介護者を支援する福祉サービスを紹介します

障害者就業相談のお知らせ

【相談日】　１０月２３日（火）

【場所・時間】　石越総合支所　午前１０時～正午

　県登米保健福祉事務所　午後１時～３時

【申し込み】　予約制です。お住まいの総合支所市民福祉課市民

　福祉係へお申し込みください。

【問い合わせ】　福祉事務所社会福祉課　障害福祉係

　　　　　　　緯 0220（58）5551

　　　　　　　各総合支所市民福祉課　市民福祉係

【問い合わせ】　福祉事務所社会福祉課　長寿福祉係　緯 0220（58）5551　胃 0220（58）2375

　市では、高齢期を自宅で生き生き暮らせるように、さ

まざまな高齢者在宅福祉サービスを実施しており、その

中には要援護者を抱える家族の支援を目的としたものも

含まれています。

　今回は、家族を支援する事業として、家族介護用品支

給事業、外出支援サービス事業、介護家族支援レスパイ

ト事業の利用について紹介します。

【利用の相談・申請の窓口】

　各総合支所市民福祉課　市民福祉係

纂家族介護用品支給事業▲

サービス内容：紙おむつなどの介護用品が購入でき

　る家族介護用品支給券を支給します（支給額は世帯の

　課税状況や利用者の状態によって異なります）。▲

利用対象者：おむつなどを常時必要とする在宅の高

　齢者などを介護している家族介護者

　※老人ホームや老人保健施設などの施設に入所してい

　る人は利用できません。

纂外出支援サービス事業

　

▲

サービス内容：社会への参加活動や入退院、通院な

　どへ福祉車両の運行や貸し出しをします。▲

利用対象者：寝たきりなど、在宅で歩行が困難なた

　め福祉車両を利用しなければ外出が難しい人▲

利用料金：①車両運行＝１km当たり100円②車両貸

　し出し＝無料（だだし、燃料費は実費負担）

纂介護家族支援レスパイト事業

　 ▼サービスの内容：在宅の要援護高齢者の家族が、緊

　急な理由などで介護できなくなったときの一時的な介

　護を家族に代わって行います。

　 ▼利用対象者：高齢者を養護する人が、病気や事故な

　どの理由で一時的に養護できなくなった場合。ただし、

　介護保険の認定を受けている場合は、原則として介

　護保険サービス（短期入所など）を利用していただく

　ことになります。

　 ▼利用料金：日帰り１日458円、宿泊１泊1,350円

19 Oct.2007

申し込み電話番号担　当場　所日（曜）地区

緯 0220（52）5054医　師登米保健センター１６日（火）登　米

緯 0220（53）4112カウンセラー東和地域福祉センター２６日（金）東　和

緯 0220（34）2311カウンセラー中田保健福祉会館１９日（金）中　田

緯 0225（76）4113カウンセラー豊里健康管理センター５日（金）豊　里

緯 0220（55）2112臨床心理士米山総合支所１１日（木）米　山

緯 0228（34）2112医　師石越総合支所１１日（木）石　越

緯 0220（58）2113
医　師

南方保健センター
１６日（火）

南　方
臨床心理士２５日（木）

緯 0225（61）5011医　師登米保健センター１６日（火）津　山

不明な点は、各総合支所市民福祉課　健康づくり係までお問い合わせください

10月の「こころの相談」

●眠れない、気分が落ち込む、イライラする
●家庭や職場、学校などで対人関係がうまくいかない
●人との付き合いがおっくうだ　　　　　　　●お酒がやめられない
●物忘れが気になる、認知症による問題行動でどうしたらいいか分からない
●精神疾患を抱えている本人や家族、関係者など

相談は無料で、秘密は守られます。
また、事前に申し込みが必要です。　※居住地以外のところでも相談できます。

一人で悩まずに相談を

※（　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。

千葉　 響 くん
ひびき

（迫町鉄砲丁・光さん）

千葉　 希 くん
のぞみ

（米山町六軒屋敷・輝彦さん）

志賀　 舞  雪 ちゃん
ま ゆき

（南方町北本郷・武史さん）

鈴木　 雅  人 くん
まさ と

（迫町駅前・真由実さん）

浅野 菜  々  美 ちゃん
な な み

（迫町光ヶ丘西・真澄さん）

西條　 萌 ちゃん
もえ

（迫町光ヶ丘東・正哉さん）

三浦　 翔 
とう

 馬 くん
ま

（迫町横丁・謙さん）

佐藤　 春  歌 ちゃん
はる か

（迫町錦西・誠さん）

及川　 怜  希 くん
れ き

（迫町東表・順子さん）

９月７日までの３歳児健診（３歳６カ月～７カ月児）でむし歯がなかった子は、市内３地区で２ ３人中９人でした

　臓器の機能障害の根治治療とし

て、臓器移植は臓器不全に苦しむ

患者にとって大きな希望です。

　臓器提供意思表示カードを持ち

合わせていると、もしものときは

家族の同意により、患者に提供す

ることができます。

【問い合わせ】

　市民生活部健康推進課

　健康推進係

　緯 0220（58）2116

10月は
臓器移植普及月間です

伝わるこころ

つながる命

GiftofLife
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　登米祝祭劇場
　10月のイベント情報

　10月のパソコン相談室

◆工藤菊之助・戸田フミ子二人展

～油絵とちぎり絵～

【期間】　１０月２日（火）～３１日（水）

【時間】　午前１０時～

【場所】　レストラン蓮房

【入場料】　無料

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）0111

◆第３回ときめき市民コンサート

【日時】　１０月２８日（日）午後２時～

【場所】　大ホール

【入場料】　前売り＝大人1,000円

　（当日＝1,300円）

　※高校生以下無料（要整理券：登

　米祝祭劇場で配布しています）

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）0111

◆第２回登米市書人会展

【期間】

　１０月３１日（水）～１１月４日（日）

【時間】　 ▼１０月３１日＝午後１時～、

　 ▼１１月１日～４日＝午前９時～

【場所】　小ホール

【入場料】　無料

【問い合わせ】　登米市書人会

　緯 0220（34）4338

◆パソコン教室

　ワードでカレンダー、エクセルで

家計簿を作ってみませんか。

ワード

【日時】

　１０月９日（火）午前１０時～正午　

　１０月１２日（金）午後７時～９時

エクセル

【日時】

　１０月１６日（火）午前１０時～正午　

【日時】　１０月７日（日）午後２時～

【場所】　栗原市若柳総合文化セン

　ター「ドリーム・パル」

【入場料】　300円

【構成】　 ▼第１部＝クラシック・吹

　奏楽のオリジナル曲「ガリバー旅

　行記」ほか ▼第２部＝迫桜高校吹

　奏楽部と若柳ウィンド・オーケス

　トラの合同演奏「組曲　宇宙戦艦

　ヤマト」ほか ▼第３部＝ポップス

　「ジャパニーズ・グラフィティ～坂

　本九メモリアル～」ほか

【問い合わせ】

　若柳ウィンド・オーケストラ

　（団長：高橋）

　緯 090（1062）5647

　若柳ウィンド・オーケス
　トラ第２回定期演奏会

【搬入日】　１２月２３日（祝）　

【絵画展開催期間】　１２月２４日（月）

　～平成２０年１月１９日（土）

【応募先・問い合わせ】

　県伊豆沼・内沼サンクチュアリセ

　ンター（担当：嶋田）

　〒989－5504

　栗原市若柳字上畑岡敷味１７－２

　緯 0228（33）2216

　胃 0228（33）2217

　死 izunuma@circus.ocn.ne.jp

　登米市暴力団追放
　市民大会

　暴力団のいない安全・安心な登米

市の実現に向けて、市民総ぐるみの

暴力団追放運動を推進するための市

民大会を開催します。

　どなたでも参加できます。

【日時】　１０月２５日（木）

　午後１時３０分～

【場所】　登米祝祭劇場　大ホール

【入場料】　無料

【内容】　 ▼民事介入暴力に関する専

　門弁護士の講演 ▼県警察音楽隊に

　よるコンサートなど

【その他】　暴力団のことで悩んでい

　る人のための「暴力相談所」を開

　設します。相談は無料で、弁護士

　や暴追センターの職員、警察官が

　対応し、秘密は厳守します。

【問い合わせ】

　市暴力団追放対策協議会事務局

　 ▼登米警察署　刑事課

　緯 0220（52）2121

　 ▼佐沼警察署　刑事課

　緯 0220（22）2121

　伊豆沼・内沼の良さを知ってもら

い、自然保護の意識啓発を目的に絵

画展を開催します。

【テーマ】　伊豆沼・内沼の四季

【出品規定】　水彩画、油絵、日本

　画、水墨画、パス類、版画＝いず

　れも伊豆沼・内沼を題材にした具

　象作品大きさ＝６号以上１０号以

　内出品点数＝一人１点

【出品料】　1,000円

　※搬入日にお支払いください

【応募方法】　郵送、ファクシミリ、

　電子メール

　※応募の際は、画題、画種、号数、

　住所、氏名、電話番号を記入の上、

　第１３回伊豆沼・内沼絵画展出品希

　望と明記してください。

【応募期限】　１２月１日（土）

　第13回伊豆沼・内沼
　絵画展作品募集

　１０月１９日（金）午後７時～９時

・共通事項

【場所】　迫にぎわいセンター

【受講料】　2,000円

【申込方法】　電話

【申込期限】　受講日前日

◆無料相談室

　パソコンで困っている人のため、

無料相談会を開催します。パソコン

の持ち込みが可能な人は、持参して

ください。

【日時】　１０月２１日（日）

　午前１０時～正午

【場所】　登米公民館

【申込期限】　５日前まで

【申し込み・問い合わせ】

　NPO法人パソコン・ネット・みやぎ

　緯 0220（21）5262

21 Oct.2007

　乳腺術後者の会
　「かぼちゃの会」交流会

　乳腺術後者とその理解者で結成し

た自主グループ「かぼちゃの会」が

交流会を開催します。同じ悩みを

持っている人、関心のある人は気軽

にご参加ください。

【日時】　１０月２２日（月）

　午前１０時３０分～午後１時

【場所】　大嶽山興福寺（南方町）

【参加費】　1,000円（昼食代）

【申込方法】　電話

【申込期限】　１０月１２日（金）

【申し込み・問い合わせ】

　かぼちゃの会事務局（市民生活部

　健康推進課地域保健係）

　緯 0220（58）2116

　税務署からのお知らせ

　上沼高校文化祭で
　廃食油を回収します

　国税に関する相談は「電話相談セ

ンター」でお答えしています。

　国税について疑問がある場合は、

いつでも手軽に税情報を見ることが

できる「国税庁ホームページ」（http:

//www.nta.go.jp/）をご利用くださ

い。

　なお、直接税務署で相談したい人

は、あらかじめ相談日時の予約をし

て、関係書類を持参してください。

【電話相談センター・問い合わせ】

　佐沼税務署

　緯 0220（22）2501

　地球環境温暖化防止活動の一環と

して、市が進めているバイオ・

ディーゼル燃料（BDF）推進事業に

協力するため、上沼高校文化祭で廃

食油回収に取り組みます。市民皆さ

んのご協力をお願いします。

　一日行政困りごと相談所
　開設

　役所（国、県、市町村）や特殊法

人（ＮＴＴ、郵便局、高速道路株式

会社）などの仕事やその手続き、

サービスについての苦情や意見、要

望などを受け付けます。

　例えば、年金・福祉・税金・登記・

道路・労災・郵便・電話などについ

て、困っていることがある、直して

ほしいことがある、あるいは困って

いるがどこに相談してよいか分から

ないという人は、ぜひ、この機会に

気軽にご相談ください。

　また、弁護士による無料法律相談

も行います。

【日時】　１０月１８日（木）

　午後１時～４時

【場所】　迫保健センター

【参加機関（予定）】　仙台法務局など

　国の行政機関、宮城県、登米市、

　仙台弁護士会、行政相談委員、東

　北管区行政評価局

【問い合わせ】

　東北管区行政評価局　行政相談課

　緯 022（262）7839

　米の消費拡大、食事バランスガイ

ド、食品表示制度の紹介をします。

【日時】　１０月２４日（水）

　午前１０時～午後４時

【場所】　市役所迫庁舎１階

　市民ホール

【内容】　 ▼米でできた食品・加工品

　や世界の米の展示と紹介 ▼みやぎ

　の米粉食品の紹介 ▼バランスの取

　れた食生活のためのビデオ放映、

　パソコンを使った食事のバランス

　チェック ▼食品表示についての相

　談窓口の設置

【問い合わせ】

　東北農政局消費・安全部

　地域第四課

　緯 0220（22）6251

　「みやぎ景観フォーラム」
　参加者募集

【日時】　１１月６日（火）

　午後１時～３時４０分

【場所】　とよま観光物産センター

　「遠山之里」

【内容】　 ▼講演「街並みの保全・活

　用と観光地づくり（予定）」 ▼パネ

社会保険相談所開設

　健康保険、国民年金など社会保

険全般について相談に応じます。

【１０月の開設日】　１０月１７日（水）

【時間】　午前９時１０分～正午

　　　　午後１時～３時３０分

【場所】　迫公民館

【問い合わせ】

　古川社会保険事務所

　緯 0229（23）1200

【日時】　１０月２０日（土）

　午前１０時～午後１時３０分

【場所】　上沼高校　正面玄関前

【回収方法など】　使用済みの廃食油

　（天ぷら油など）をペットボトルに

　入れて持参してください。担当生

　徒が灯油缶に集めます。その後、

　市内で唯一のBDF製造装置を持

　つ「はんとく苑」に提供します。　

【問い合わせ】

　上沼高校（文化祭担当：佐々木）

　緯 0220（34）2127

　移動消費者
　インフォメーション

　ルディスカッションなど

【募集人員】　８０人（先着順）

【申込方法】　電話

【申込期限】　１０月２６日（金）

【申し込み・問い合わせ】

　県都市計画課

　緯 022（211）3132

▼

昨
年
の
廃
食
油
回
収
の
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子
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【問い合わせ】　市民生活部市民課　　緯 0220（58）2118

　　　　　　　古川社会保険事務所　緯 0229（23）1200

　国民年金には、一家を支える人にもしものことがあったとき、残された遺

族を支える仕組みとして、「遺族基礎年金」があります。

　遺族基礎年金は国民年金に加入している人または加入していた人が死亡し

たときに、その人に生計を維持されていた「子のある妻」または「子」に支

給されます。

　※「子」とは、１８歳到達年度の末日まで（ただし、障害の状態が１・２級

の子は２０歳の誕生日の前日まで）の子をいいます。

纂年金額（年額）

　 ▼妻が受けるとき　1,020,000円（子１人分の加算額を含む）

　 ▼子が受けるとき　   792,100円

　※「子」がいるときは、次の額が加算されます。

　 ▼２人目まで　１人につき　　227,900円

　 ▼３人目以降　１人につき　  　75,900円

纂次の条件を満たすことが必要です

　死亡日の属する月の前々月までの被保険者期間のうち、保険料納付済期間

と免除期間（若年者納付猶予期間・学生納付特例期間を含む）を合わせた期

間が３分の２以上あること（ただし、納付と免除の合算期間が３分の２未満で

も、死亡日が平成２８年３月３１日以前にあるときは、特例として死亡日の属す

る前々月までの１年間に保険料の未納がなければよいことになっています）。

国民年金の給付について～遺族基礎年金国民年金の給付について～遺族基礎年金～～

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ国民年金だよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

時間を気にせずコンビニ納時間を気にせずコンビニ納付付

　国民年金の保険料は、コンビニエンスストアでも納付できます。時間を気

にすることなく、気軽に納付することができます。

纂納付できるコンビニエンスストア

　 ▼ローソン　　　　　 ▼セブン・イレブン　　 ▼ファミリーマート

　 ▼サンクス　　　　　 ▼サークルＫ　　　　　 ▼ミニストップ

　 ▼ａｍ／ｐｍ　　　　 ▼ココストア　　　　　 ▼コミュニティ・ストア

　 ▼スリーエフ　　　　 ▼セイコーマート（北海道・関東地区のみ）

　 ▼デイリーヤマザキ（ヤマザキデイリーストア）

　 ▼ポプラグループ（ポプラ・生活彩家・くらしハウス）

纂前納で保険料がお得に

　１０月末までに「下期」と表示されている納付書で、平成１９年１０月から２０年

３月までの保険料を納付すると、６カ月分で84,600円のところ、83,910円と

なり、690円のお得になります。

　調停相談会のお知らせ

　登米調停協会では、家庭問題、金

銭貸借の問題などの相談会を開催し

ます。

　予約は不要で、相談は無料です。

【日時】　１０月１４日（日）

　午前９時３０分～午後３時

【場所】　中田農村環境改善センター

　２階（日本間ほか）

【相談事項】　家庭問題（夫婦間など）、

　遺産相続に関する問題、金銭貸借

　の問題、土地の境界問題、土地や

　住宅の賃借問題、交通事故に関す

　る問題など

【問い合わせ】

　仙台地方裁判所登米支部内

　登米調停協会

　緯 0220（52）2011

　登米市の医療を考える会

　登米市の医療について一緒に考え

てみませんか。どなたでも参加でき

ます。

【日時】　１０月６日（土）

　午前１０時～正午

【場所】　迫公民館１階　和室

【内容】　話し合い：今、医療に求め

　られていること、アンケート調査

　の調査項目の検討など

【問い合わせ】

　登米市の医療を考える会

　（事務局：伊藤）

　緯 090（8252）8273

10月17日～23日は「薬と健康の週間」
　わたしたちの周りや暮らしの中で、たくさんの薬が使われています。しか
しその反面、薬は乱用するとその副作用により、ときには悲惨な事故を起こ
すこともあります。薬の種類や使い方、危険な面など、薬について正しい知
識を持つことが大切です。

23 Oct.2007

内　　　容開催日回

・開講式

・講話「こころの病気を知ろう」

　講師＝国見台病院医師

　　　　小田康彦先生

１１月１日
（木）

１

・話し合い、ストレスチェック

　「自分の気持ちをみつめてみよう」

・精神保健福祉サービスいろいろ

１１月９日
（金）

２

・講話「気持ちを大切に伝えよう」

　講師＝仙台ロゴセラピー研究所　

　　　　所長　吉田香里先生

１１月２９日
（木）

３

・話し合い「心の健康のためにこん

　なふうに暮らしていこう」

・閉講式（受講証を交付します）

１２月１７日
（月）

４

　毎日忙しく過ごしているあなたの「こころ」は疲れていませんか。

　市では、こころの健康づくりを応援するために、精神保健入門講座を開催

します。こころの病気、障害に対する正しい知識を身に付けて、こころ豊か

に暮らしていきましょう。

　どなたでも受講できます。気軽にご参加ください。

【プログラム】　４回シリーズ

　今回は、最近増えているといわれる身近な病気である「うつ病」に焦点を

当てた研修です。

【場所】

　豊里健康管理センター

　（豊里病院裏）

【時間】

　午前１０時～１１時４５分

【募集人員】

　２５人（先着順）

【申込方法・申込期限】

　１０月１２日（金）まで、電話

　でお申し込みください。

【申し込み・問い合わせ】

　市民生活部健康推進課　　

　地域保健係

　緯 0220（58）2116

　インフルエンザは、毎年多くの人がかかる感染症です。予防接種について

正しく理解し、予防に努めましょう。

　高齢者インフルエンザ予防接種は、本人が希望する場合のみ受けられます。

◆対象者

　①昭和１７年１２月３１日までに生まれた満６５歳以上の人

　※対象者には通知します。

　②満６０歳以上６５歳未満の人で、心臓、腎臓、または呼吸器などに重い病気

　のある人（平成１９年１２月３１日現在）

　※②の対象と思われる人は、市民生活部健康推進課または総合支所市民福

　祉課健康づくり係まで、お問い合わせください。

◆接種期間　１０月１５日（月）～平成２０年１月３１日（木）

　　　　　　※できるだけ年内中に受けましょう。

◆接種方法　あらかじめ、かかりつけの医療機関に予約をしてから受けてく

　　　　　　ださい。

◆接種料金　個人負担金　2,000円 （超える分は市で負担します）

　　　　　　※生活保護受給者は無料です。生活保護受給者証を医療機関に

　　　　　　持参してください。

【問い合わせ】　市民生活部健康推進課　健康推進係　緯 0220（58）2116

　　　　　　　各総合支所市民福祉課　健康づくり係

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

　これまで、妊婦一般健康診査を受

けることができる医療機関は県内に

限られていましたが、岩手県一関市

内の下記の医療機関でも受けること

ができるようになりました。

　母子健康手帳別冊に添付されてい

る受診票を持参の上、受診してくだ

さい。

【追加医療機関】

　 ▼医療法人博愛会一関病院

　（一関市大手町３－３６）

　緯 0191（23）2050

　 ▼コスモスレディースクリニック

　（一関市田村町５－５６）

　緯 0191（31）1103

　 ▼斉藤産婦人科医院

　（一関市中央町２－９－２０）

　緯 0191（23）6946

　 ▼産婦人科野田医院

　（一関市字沢２１）

　緯 0191（23）0608

　 ▼岩手県立磐井病院

　（一関市狐禅寺字大平１７）

　緯 0191（23）3452

【問い合わせ】

　市民生活部健康推進課

　地域保健係

　緯 0220（58）2116

「精神保健入門講座」受講者募集

【１０月から３月までの開館時間】

　 ▼平日＝午後１時～９時

　 ▼土曜・日曜・祝日＝午前１０時～

　午後５時

【休館日】　水曜日

【申し込み・問い合わせ】

　市民プール

　緯 0220（22）5492

　市民プール開館時間
　変更のお知らせ

妊婦一般健康診査妊婦一般健康診査をを
受診できる医療機関受診できる医療機関がが

増えまし増えましたた
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　空き店舗活用事業

　市では、市内の空き店舗を利用し

て、新規に出店する人および商店街

など団体に対して、空き店舗活用事

業補助金を交付しています。

【対象業種】

　小売業、飲食業、サービス業

【経費・奨励金】

　 ▼改装、設備、設計経費

　⇒経費の２分の１以内（補助金交

　付限度額＝３５万円）

　 ▼店舗の賃貸料

　⇒賃借料の２分の１以内（補助金

　交付限度額＝２万5,000円）

　※賃借期間を３年以上とする場合

　に限り、契約月から２０カ月を限度

　とします。

【申し込み・問い合わせ】

　産業経済部商工観光課

　商工振興係

　緯 0220（34）2734

　るるぱパソコン講習会
　受講生募集

秋 の 行 政 相 談 会
　１０月１５日（月）から２１日（日）までの１週間は「行政相談週間」です。

期間中は、特設相談日を設け、行政相談委員が皆さんの相談に応じます。

相談は無料で、秘密は守られます。気軽にご相談ください。

開設場所時　間開催日行政相談委員氏名町域名

森公民館10：００～12：００１０月１５日（月）
尾 形 重 雄迫

迫保健センター13：00～１６：００１０月１８日（木）

登米老人福祉センター９：００～12：００１０月１９日（金）竹 内 秀 男登米

米谷公民館９：００～12：００１０月１６日（火）大 崎 俊 二東和

石森ふれあいセンター13：00～15：３０１０月１７日（水）秋山紀久子中田

豊里高齢者趣味の交流館９：００～12：００１０月１９日（金）山 形 孝 男豊里

米山保健福祉センター10：００～15：００１０月１５日（月）長 谷 浩 子米山

石越総合支所９：００～16：００１０月１５日（月）菊 地　 薫石越

西郷公民館13：30～15：30１０月１５日（月）

佐 々木振作南方 南方公民館13：30～15：30１０月１６日（火）

東郷公民館13：30～15：30１０月１７日（水）

津山公民館９：3０～11：3０１０月１９日（金）今 野 光 行津山

【問い合わせ】　総務部総務課　総務法制係　緯 0220（22）2091

　第14回
　なかだスポーツまつり

　スポーツを通して、参加者の皆さ

んに交流を深めてもらうため、なか

だスポーツまつりを開催します。

　どなたでも参加できます。

【日時】　１０月１４日（日）

　午前１０時～午後３時

【場所】　中田総合体育館

【内容】　 ▼ヘルシーダンス交流会＝

　午前１０時２０分～正午 ▼トレーニン

　グルーム無料開放＝午前１０時２０分

　～午後２時３０分 ▼ニュースポー

　ツ（キンボール・ユニカール）体

　験＝午後１時～２時３０分

【その他】　昼食時に「なかだのはっ

　と汁」を無料で振る舞います。

【問い合わせ】

　中田総合体育館

　緯 0220（34）7302

　または同程度の知識のある人

【内容】　表計算ソフト（エクセル）

　を使い、数値や数式の入力による

　表計算・関数など、オートフィル

　を使ったデータコピー、基本的な

　けい線や簡単なグラフの作成など

　を学習します。

【定員】　１８人（先着順）

・共通事項

【対象】

　市内に在住または勤務している人

【場所】　南方住民情報センター「る

　るぱ」（南方庁舎内）シアターホール

【参加費】　1,000円（テキスト代）

【受け付け】　１０月１０日（水）

　午前１０時から電話受け付け開始

【申し込み・問い合わせ】

　南方住民情報センター「るるぱ」　

　緯 0220（58）5557

　 ▼開館日＝火曜日～日曜日・祝日

　の午前９時～午後５時

　 ▼休館日＝月曜日、年末年始

　※月曜日が休日の場合は、火曜日

　が休館

　南方住民情報センター「るるぱ」

では、市民のＩＴ技術向上を目的と

してパソコン講座を開催します。興

味のある人はぜひご参加ください。

画像（写真）編集入門講座

【日時】　１０月２４日（水）～２６日（金）

　午後７時～９時

【受講資格】　入門講座を受講した人

　または同程度の知識のある人（マ

　ウス操作や文字入力ができる人）

【内容】　写真編集ソフト（フォト

　ショップエレメンツ）の基本用語、

　基本操作を勉強し、デジタルカメ

　ラからパソコンへの画像取り込み

　や、取り込んだ画像を使ってオリ

　ジナルの写真作成などを行います。

【定員】　１５人（先着順）

表計算（エクセル）初級講座

【日時】　１０月２７日（土）・２８日（日）

　午後１時３０分～４時３０分

【受講資格】　入門講座を受講した人

昨年のトレーニングルーム無料開放の様子

25 Oct.2007

消火方法について

消防・防災マニュア消防・防災マニュアルル「事故は未然に防ぎましょう「事故は未然に防ぎましょう」」

【問い合わせ】　消防本部・消防署　緯 0220（22）0119

　災害は、未然に防ぐことが最良ですが、いつ、どのような形で発生するか予期することはできません。

火災発生時には慌てずに、どのように対処するのかを日ごろから準備して、冷静沈着な行動で被害の拡大

防止に努めましょう。

８月の出動件数
（　）は平成１９年の累計

5件  
（39件）

火　災

251件  
（１,737件）

救　急

2件  
（13件）

救　助

「登米市食育推進計画」（素案）に対する意見を募集

　市では、食育の取り組みを計画的に推進する指針として、「登米市食育推進計画」（素案）をまとめま

した。市民皆さんの意見を取り入れながら、登米市が目指す食育の姿の実現に向けて計画策定を進めて

いきます。

【公表する関係資料】

　登米市食育推進計画（素案）

【関係資料の公表場所】

　 ▼市民生活部健康推進課（南方庁舎２階）

　 ▼各総合支所市民福祉課　健康づくり係

　 ▼市ホームページ

【提出方法】

　　郵送、ファクシミリ、電子メールまたは持参のいず

　れかの方法で、提出してください。

　　意見を提出する際の様式は自由ですが、いずれの方

　法でも、住所、氏名（団体名、企業の場合は、その名

　称と代表者の氏名）、電話番号、性別、年齢を必ず記載

　してください。

【募集期間】

　１０月１日（月）～３１日（水）

【その他】

　 ▼意見は、計画案の作成に向けて参考にさせていただ

　きます。

　 ▼個人が特定されない形で、意見の要旨などを公表す

　る場合があります。

　 ▼皆さんからいただいた意見に対し、個々に回答はし

　ません。

【提出先・問い合わせ】

　市民生活部健康推進課　地域保健係　

　〒987－0401

　登米市南方町新高石浦１３０

　緯 0220（58）2116

　※電話による意見提出はできません。

　胃 0220（58）3345

　死 kenkosuisin@city.tome.miyagi.jp

◆知っておきたい！ワンポイント◆

　初期消火は、燃え始めの１～２分が勝負といわれています。初期消火の限界は、

一般的には「天井に火が移る前まで」といわれていますが、この見極めも実は大

変難しいのです。

　自分の安全が確保されていること、これが初期消火の条件であり、自分の安全

が脅かされる恐れがあるとき、それが「初期消火の限界」と思い、早めの避難を

考えるべきです。その場から避難するときは、必ず扉を閉め、延焼を防ぐことを

忘れずに。さらに隣近所に火事を知らせ、自分でできなければ周りにいる人に頼

んで、１秒でも早く１１９番へ通報することです。

屋内における消火方法 天ぷら鍋の消火方法

必ず自分の逃げ場を確保してから消火すること。

煙や炎に惑わされず、どこが、

どのくらい燃えているかよく確

認して消火すること。

事前に消火器の使用方法を

確認しておくことが大切です。

ガス栓を閉めてから消火すること。

消火は、消火器か濡らし

たシーツを使用します。

水は絶対にかけないこと。

※かえって炎が大きくなり

危険です。
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登米市のデータ

緯お知らせお知らせのの
問い合わせ問い合わせ先先

開催場所
開催日

１１月１０月

迫総合支所５日（月）１日（月）

南方総合支所８日（木）４日（木）

登米総合支所１２日（月）１１日（木）

東和総合支所１５日（木）１５日（月）

豊里総合支所１９日（月）１８日（木）

米山総合支所２２日（木）２２日（月）

石越総合支所２６日（月）２５日（木）

津山総合支所２９日（木）２９日（月）

【時間】　午前１０時～午後３時

【相談料】　無料

　※相談日以外は、商工観光課で消

　費生活相談員が応じています。

【問い合わせ】　

　産業経済部商工観光課　商工振興係

　緯 0220（34）2734

◆１０月１１日（木）

　（登米・豊里・米山・南方・津山）

◆１０月２５日（木）

　（迫・東和・中田・石越）

　※受け付けは午前９時３０分まで

【持ってくるもの】

　印鑑、鑑札（犬の場合）

【受け付け・問い合わせ】

　各総合支所地域生活課　地域係

　消費生活出前相談

　各総合支所で、消費生活について

の相談などを聞き、解決するための

手伝いをします。

【１０月・１１月の相談日】

人口・世帯数

（平成19年8月末現在）

人　口
世帯数地区

計女男

22,13911,44710,6927,229迫

5,6872,9842,7031,841登米

7,8494,0123,8372,547東和

16,5718,5268,0454,619中田

7,0603,6193,4412,008豊里

10,6845,4625,2222,864米山

5,7982,9482,8501,589石越

9,2344,7964,4382,478南方

4,0072,0651,9421,214津山

89,02945,85943,17026,389合計

　納税に関する相談に応じます。

【日時】　１０月２５日（木）

　　　　午後８時まで

【場所】　迫庁舎１階

　　　　税務課　徴収対策係　　

【問い合わせ】

　総務部税務課　徴収対策係

　緯 0220（22）2169

　10月の
　夜間相談窓口開設日

犬・猫引き取り日

▼ 朝晩が肌寒く、スズムシの鳴く声が聞こえ

るなど、めっきり秋を感じる季節となりまし

た。しっとりと寂しげに響く虫の音に、つい

つい耳を傾けてしまいます。「登米市民環境の

日」が制定され、市民全員で市の環境を考える

機会が増えました。いつまでもこのような虫

たちの素晴らしい演奏を聞けるように、身近

にできることから環境保全に努めたいと思い

ます。 ▼皆さん新米は食べられましたか？今

年は天候に恵まれ、豊作が期待されています。

ホカホカの炊きたてを早く食べたいです（平井）

編集室から

10月の納税

市県民税　　　　３期
国民健康保険税　５期

納期限　１０月３１日（水）

登米市役所　　緯 0220（22）2111

迫総合支所　　緯 0220（22）2213

登米総合支所　緯 0220（52）2111

東和総合支所　緯 0220（53）4111

中田総合支所　緯 0220（34）2311

豊里総合支所　緯 0225（76）4111

米山総合支所　緯 0220（55）2111

石越総合支所　緯 0228（34）2111

南方総合支所　緯 0220（58）2111

津山総合支所　緯 0225（68）3111

※口座振替の人は、通帳の
残高を確認してください。

　10月の登米市多重債務
　110番の日

　文学散歩参加者募集

　今年の文学散歩は、合併により花

巻市となった東和町を訪ねます。

【日時】　１１月２日（金）

　午前８時３０分～午後５時

　※午前８時１５分までに市役所迫庁

　舎正面玄関前へ集合してください。

【見学先】

　花巻市東和町

　 ▼花巻市立東和図書館

　 ▼ 萬 鉄五郎記念美術館
よろず

【対象】　市内に居住している人

【参加費】　3,000円（昼食代など）

【募集人員】　３２人（先着順）

【交通機関】　市の大型バス

【申込方法・申込期限】

　１０月２０日（土）まで、参加費を添

　えて直接、迫図書館へ申し込みく

　ださい。

【申し込み・問い合わせ】

　迫図書館

　緯 0220（22）9820

　借金問題は必ず解決できます。一

人で悩まず、まず相談を。

【日時】　 ▼１日（月）、９日（火）、

　１５日（月）、２２日（月）、２９日（月）

　午前９時～午後８時 ▼２１日（日）

　午前９時～午後５時

【電話番号】

　緯 0220（34）2734

【問い合わせ】

　産業経済部商工観光課

　商工振興係

　緯 0220（34）2734

10月20日は
「リサイクルの日」

　ごみを捨てる際、資源として再

利用できるものは、きちんと分別

して、「資源ごみ」として出しま

しょう。

27 Oct.2007

　迫図書館
　10月のおはなし会

　絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊

びなどをします。

【日時】　１０月６日（土）、２０日（土）

　午前１０時３０分～

【場所】　迫図書館　２階研修室

【問い合わせ】

　迫図書館

　緯 0220（22）9820

　ること（子育て世帯については

　２６.8万円未満）。

　※収入基準の算出は、入居予定者

　の合計所得から世帯主以外の入居

　予定者一人につき３８万円を控除し、

　１２カ月で除した金額。

　②同居する親族がいること（婚姻

　予定も可）。

　※原則として単身での入居はでき

　ませんが、６０歳以上の人（ただし、

　特例として平成１８年４月１日現在

　で５０歳以上の人も可）、身体障害

　者（１～４級）・精神・知的障害

　者の人は単身入居することができ

　ます。詳細については、お問い合

　わせください。

　③入居者全員に市税の滞納がない

◆米山西野第１住宅

　（米山町西野字見通３番地１）

　募集戸数　１戸（３ＤＫ）

　家賃月額　11,400円～18,900円

　駐 車 場　なし

◆石越舘前住宅

　（石越町南郷字舘前１７６番地１２）

　募集戸数　１戸（１ＤＫ）

　家賃月額　10,300円～17,000円

　駐 車 場　あり

◆石越田上住宅

　（石越町南郷字芦倉１０１番地５）

　募集戸数　１戸（２Ｋ）

　家賃月額　4,400円～7,400円

　駐 車 場　なし

算共通事項

【申し込み】　各総合支所地域生活課

　産業建設係

【募集対象者】　

　現に住宅に困っている世帯

　※各住宅を重複して申し込みする

　ことはできません。

【入居資格】

　①入居収入基準が２０万円未満であ

　市営住宅入居者募集

１０月２６日（金）　午後７時～

定員５０人（要予約）

【受付開始】　１０月２日（火）

【問い合わせ】　なかだアリーナ

緯 0220（34）7302

トレーニングルーム
利用者講習会

◆「緊急地震速報」とは

　緊急地震速報とは、地震の強い揺れが到達する前のわずかな時間を

利用して、災害を軽減するために発信する気象庁の地震情報です。

　緊急地震速報は、最大震度５弱以上と推定される地震について、震

度４以上の地域の名前を揺れが来る前に、テレビとラジオで知らせま

す。テレビの場合は文字で、ラジオの場合は放送を中断して音声で発

信します。

◆もし「緊急地震速報」を見聞きしたときは

　緊急地震速報は、情報を見聞きしてから地震の強い揺れが来るまで

の時間が数秒から数十秒しかありません。その短い間に身を守るため

の行動を取る必要があります。

　緊急地震速報を見聞きしたときの行動は「周囲の状況に応じて、慌

てずに、まず身の安全を確保する」ことが基本です。

　こと。

【申込期限】　１０月１５日（月）

【問い合わせ】　

　建設部建築住宅課　住宅管理係

　緯 0220（34）2316

【家庭では】

　 ▼頭を保護し、丈夫な机の下などに隠れる

　 ▼慌てて外に飛び出さない

【屋外では】

　 ▼揺れを感じたら、ブロック塀の倒壊など

　に注意する

　 ▼看板や割れたガラスの落下に注意して、

　建物から離れる

【自動車運転中は】

　 ▼慌ててブレーキをかけない

　 ▼ハザードランプを点灯し、揺れを感じた

　らゆっくり停止する

【問い合わせ】　総務部防災課　緯 0220（22）2130

～数秒後に強い揺れが来ることをお知らせします～

「緊急地震速報」開始10月1日～
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い
る
平

筒
沼
の
東
端
に
、
「
弁
天
島
（
金
華
山
金
密

寺
）」
と
い
う
小
島
が
あ
り
、
今
日
ま
で
不
思

議
な
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
遠
い
昔
、
こ
の
島
に
一
人
の
僧
が
住
む
よ

う
に
な
り
、
島
に
自
生
し
て
い
る
シ
キ
ミ
の

葉
を
摘
み
取
っ
て
一
葉
に
一
字
ず
つ
お
経
を

書
き
、
そ
れ
を
本
尊
と
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
僧
は
、
常
に
一
匹
の
赤
蛇
を
離
さ
ず
可
愛

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
嵐
の
夜
、
突
然

死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
お
通
夜
が
開
か
れ
た
と
き
、
僧
と
縁
の
者

と
名
乗
る
婦
人
が
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
焼
香

【所在地】〒９８７－０３１１　登米市米山町字桜岡貝待井５８１番地２「平筒沼ふれ
あい公園」【問い合わせ】米山総合支所地域生活課　緯 ０２２０（５５）２１１１

平筒沼 「弁天島」
（米山）

ふふ
るる
ささ
とと

訪訪
ねね
ああ
るる
記記

伝説のアパート「トキワ荘」で親友の石ノ森章太郎と青春時代を共に過し、ギャグ漫画

の帝王と称された漫画界の奇才「赤塚不二夫」の企画展が始まります。４０周年を迎え

た「天才バカボン」「もーれつア太郎」のコーナーなど必見です。ぜひご来館ください。

【期　間】　H１９/１０月１３日 ～ H２０/１月１４日

　第２５回特別企画展 

「これでいいのだ！「これでいいのだ！」」
赤塚不二夫赤塚不二夫展展

トキワ荘の青春から「天才バカボン」「もーれつア太郎」４ ０周年へ

広報ミニ展示広報ミニ展示室室 

「こころだに　我ままならぬ　世の中に

　人のそむくは　とがならんこそ」。

この書は伊達慶邦の書で、「明治維新で

賊軍の汚名をもらった自分であるが、決

して皇室に対して背く不忠の心ではなく、

徳川家への恩義 友  誼 を通したまでのこと。
ゆう ぎ

わたしに背いたものも少なくなかったが、

波乱の世の中にあって、自分の思うまま

にならぬものが多いのが当然で、罪人と

して裁かれたる者は不運というよりほか

ない」と、激動の当時の世を歌い上げて

います。

＝伊達慶邦＝伊達慶邦筆筆（こころだに（こころだに））＝＝

歴史博物歴史博物館館

この書は明治維新を生き抜いた藩主たちの心中を伝え
る一句です

【時　間】

　９時３０分～１７時（入館は１６時まで）

　※休館日は毎週月曜日（月曜日が

　休日の場合は翌日）・１２月２９日～１

　月１日

【入館料】

　大　人７００円／中高生５００円／

　小学生２００円

　※２０人以上団体割引。小学生未満、

　身体障害者とその介護者１人まで

　は無料

【問い合わせ】

　石ノ森章太郎ふるさと記念館

　　緯・FAX　０２２０（３５）１０９９

石ノ森章太郎ふるさと記念館　


